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建物名称  構造  階数 建築面積(m2) 延べ面積(m2) 備考

　1.工事場所

　2.敷地面積

　3.主要用途

　4.建物概要

Ⅰ.工事概要

工事名称：

　5.工作物、外構等

Ⅱ.建築工事仕様

　1.共通仕様

　　　図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書による。
　　　「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和７年版」（以下、「標仕」という）

　　　「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）令和７年版」（以下、「標仕」という）

　　　「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）令和７年版」（以下、「標仕」という）

　　　（令和3年版）一般社団法人　公共建築協会」による。

　2.特記仕様

　　3）特記事項に記載の（　　）内表示番号は標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。
　　4） G 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律(平成12 年法律第100 号)」に基づく

　　5）建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項については、「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準及び同解説
　　　　ものを示す。

　　2）特記事項は、●のついたものを適用する。（　 及び〇は適用しない。）
　　1）項目は、●のついたものを適用する。

　　　　「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和７年１月２８日変更閣議決定）」に定める判断の基準を満たす

※○

項　　　　目章 特　　　　記　　　　事　　　　項

1.適用基準等１
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

建設工事公衆災害防止対策要綱　（令和元年）

営繕工事写真撮影要領　（令和５年）
建築工事標準詳細図　（令和７年）

建築工事安全施工技術指針　（令和７年）

公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）　（令和４年度版）
建築物解体工事共通仕様書　（令和４年）
公共建築木造工事標準仕様書　（令和４年）
デジタル工事写真の小黒板情報電子化について（国営整第211号　令和５年３月１日）

　本工事でデジタル工事写真の小黒板情報電子化を行う場合は、工事契約後、監督職員の
承諾を得たうえでデジタル工事写真の小黒板情報電子化対象工事とすることができる。

　対象工事では、「デジタル工事写真の小黒板情報電子化について（国営建技第14号）」
１～４の全てを実施することとする。

（CORINS）に、基づき工事実績データを作成する。また、作成した内容について監督職員の
確認を受けた後、以下に示す期間内に（一財）日本建設情報総合センターに所定の手続きに
より登録するとともに、登録内容確認書の写しを提出する。　　　　　　　　　　　　(1.1.4)

本工事の最終請負代金(消費税込)が、500万以上となる場合には、工事実績情報システム

　　2)　登録内容の変更時　　契約事項の確定日から10日以内
　　1)　工事受注時　　　　　契約締結後10日以内

　　3)　工事完成時　　　　　工事完成後10日以内

　の登録
2.工事実績情報

3.電気保安技術者〇

4.工事電力設備の
　保安責任者

〇

　工事現場に置く電気保安技術者は、千葉県自家用電気工作物保安規程第三条に定める
　工事管理者（　　　　　　　　）の任命する監督職員の指示に従い保安業務を行う。

　ただし、自家用電気工作物の場合は1.3.3の他、次によるものとする。
自家用電気工作物、　　 一般電気工作物　　　               　　　　　   　　 (1.3.3)

使用区域を変更しようとする場合において保安監督者（電気監督職員）に「自家用電気
工事用電力設備の保安責任者は千葉県自家用電気工作物保安規程第二十六条第３項により

工作物使用区域変更届書」を提出すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (1.3.4)

本工事の完成引渡まで工事目的物及び工事材料を火災保険、建設工事保険その他の保険
に附すること。

〇

　2)　保険金額　　請負代金全額
　3)　保険期間　　工事着手のときから工事引渡しまでの期間

　1)　被保険者　　発注者、受注者及びその全下請負人

なお、保険契約を締結したときは、その証券又はこれに代わるものを直ちに監督職員に
提示すること。

図示、　　 設計GL = 現状GL

5.保険

6.設計GL

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1.4.1）
(1) 建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると

8.環境への配慮

　　　パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板､壁紙、接着剤、保温材、
　　　緩衝材、断熱材、塗装、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散

　4)　1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、ホルムアル
　　　デヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を
　　　使用したものとする。

　2)　接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を
　　　使用する。
　3)　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等
　　　を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

(2) 設計図書に規定する｢ホルムアルデヒドの放散量｣の区分において、「規制対象外」とは

　　材料を指す。

　　　発散建築材料以外の材料
　1)　建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド

　2)　建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料
　3)　建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料
　4)　建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　　しないか、発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する｢ホルムアルデヒドの
　　　放散量｣の区分に応じた材料を使用する。

　1)　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、

　　次の 1) 又は 2)に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の3) 又は4) に該当する

　　共に、次の 1) から 4) を満たすものとする。

〇

〇

　　性能を有するものとする。
(2) 備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を

　　とする。

　　使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

　　を満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し等）を監督職
　　員に提出して承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限り
　　でない。
　　　①品質及び性能に関する試験データが整備されていること
　　　②生産施設及び品質の管理が適切に行われていること
　　　③安定的な供給が可能であること
　　　④法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること
　　　⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること
　　　⑥販売、保守等の営業体制が整えられていること

(4) 本工事に使用する材料のうち、(5) に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥の事項

　　無収縮グラウト材、乾式保護材、既調合モルタル、既調合目地材、防水剤、錠前類、
　　クローザ類、自動扉機構、自閉式上吊り引戸機構、現場発泡断熱材、フリーアクセス
　　フロア、移動間仕切、トイレブース、煙突用成形ライニング材、天井点検口、床点検口、
　　鋳鉄製ふた、グレーチング、屋上緑化システム、ポリマーセメントモルタル、床型枠用
　　鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、ルーフドレン、吸水調整材、重量
　　シャッター、軽量シャッター、オーバーヘッドドア、可動間仕切、トップライト

(1) 本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び

(3) 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法

                            　   　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　 (1.4.2)

(5) 製造業者等に関する資料の提出を求める材料

9.材料の品質等

章

１
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　　　　目

１
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

21.県内生産品

　 指定対象工事

22.中間検査

23.中間検査の

〇

〇

〇

特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

10.技能士〇 現場常駐報告書を提出すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 (1.5.2)
適用工事種別

鉄筋工事
コンクリート工事
鉄骨工事
コンクリートブロック、
ALCパネル、
押出成形セメント板工事

〇
〇
〇

〇

〇 仮設工事
技　能　検　定　作　業
とび作業
鉄筋組立作業
型枠施工 コンクリート圧送工事作業
構造物鉄工事作業 とび作業

コンクリートブロック工事作業   
ALCパネル工事作業

アスファルト防水工事作業

〇
〇

〇

〇

〇
〇

〇

〇

〇

アクリルゴム系塗膜防水工事作業　
ウレタンゴム系塗膜防水工事作業　

塩化ビンル系シート防水工事作業
セメント系防水工事作業
改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業
FRP防水工事作業 シーリング防水工事作業
石張り作業
タイル張り作業
大工工事作業
内外装板金作業
鋼製下地工事作業
左官作業

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇 内外装板金作業　

防水工事

金属工事
左官工事

屋根及びとい工事
木工事
タイル工事
石工事

建具工事

カーテンウォール工事

塗装工事

内装工事

排水工事

舗装工事

植栽工事

〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
ビル用サッシ施工作業
自動ドア施工作業
金属製カーテンウォール工事作業
ビル用サッシ施工作業

建築塗装作業
カーペット系床仕上作業
プラスチック系床仕上げ工事作業
ボード仕上げ工事作業
建築配管作業
溶融ペイントハンドマーカー工事作業　
加熱ペイントハンドマーカー工事作業
造園工事作業

〇

〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇

ガラス工事作業

ガラス工事作業

壁装作業

〇 〇

〇
〇

〇
〇 〇

　 濃度測定
11.化学物質の

〇

〇

〇

・施工完了時に室内空気中の揮発性有機化合物の濃度を測定し、報告すること。　　  (1.5.9)

　測定はパッシブ型採集機器により行う。
　　　パラジクロロベンゼン(用途が学校の場合、上記項目に追加する。)
　　　ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン

〇

　着工前の測定　　　
　測定対象室
　測定箇所数

行わない、 〇 行う
図示、
図示、

　測定数値が厚生労働省指針値を超えた場合は、換気後再測定し報告書を提出すること。

受付室、休憩室
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１か所

〇

〇
〇

〇
〇

本工事は、ワンデーレスポンス対象工事である。
「ワンデーレスポンス」とは受注者からの質問、協議への回答は、基本的に、「その日の
　うち（24時間以内）」に回答するよう対応することである。
ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者に確認の上、
回答期限を設けるなど、何らかの回答を「その日のうち」にすることとする。
　1)　受注者は、施工計画に基づいて適正な計画工程を作成し、工事の先々を予見しながら
　　　施工すること。
　2)　受注者は工事施行中において、問題が発生した場合及び計画工程と実施工程を比較
　　　照査し、差異が生じる恐れがある場合は、原因を究明するとともに速やかに文書にて
　　　監督職員へ報告すること。

　 レスポンス
12.ワンデー〇

13.材料試験

14.発生材の処理

　 取合い
15.設備工事との 設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

・受注者相互の緊密な連絡調整を図り、協力して工事を安全円滑に実施することを目的と
　する「工事関係者連絡会議」を設置すること。
・発注者で組織する安全対策委員会が行う安全審査、施工条件検討、安全点検等に協力す
　ること。

16.安全対策

　 違法運行の防止
17.過積載による 工事の施工にあたっては、次の事項を遵守すること。

　1）積載重量制限を超過して土砂を積み込まず、また積み込ませないこと。
　2）さし枠装着車、不表示車等に土砂を積み込まず、また積み込ませないこと。
　3）過積載車両、さし枠装着車、不表示車等から土砂等の引き渡しを受けるなど、

　4）取引関係のあるダンプカー事業者が過積載を行い、又はさし枠装着車、不表示車等

　5）建設発生土の処理及び骨材等の購入にあたって、下請事業者及び骨材等納入者の
　　 を土砂運搬に使用している場合は、早急に不正状態を解消する措置を講ずること。

　　 利益を不当に害することのないようにすること。
　6）以上のことにつき、下請業者にも十分指導すること。

　　 過積載を助長することのないようにすること。

18.環境対策

　飛散防止対策マニュアル」に基づき施行する。
・本工事で使用する軽油については、ＪＩＳ規格軽油を使用すること。

　対象とする燃料の抜取調査に対しては、監督員の指示により協力しなければならない。
・受注者は、県税事務所がその他の機関と合同で行う建設機械及び本工事に係る車両等を

・国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１２年法律第１００号）に基づく
　環境物品等の調達の推進に関する基本方針における公共工事の配慮事項（「資材の梱包及び

　こと。」）に留意すること。
　容器は可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及び廃棄物の負荷低減に配慮されている

　こと。
・受注者は、環境保全対策関係法令に従い工事現場地域の保全と、円滑な工事施工を図る

・建設機械は、排ガス対策車及び、低騒音型を使用すること。
・特定粉じん排出等作業（法定外建築物・作業を含む）は、「建築物の解体等に係る石綿

19.工事現場管理
トラック、ダンプカー等を工事現場に立ち入らせないこと。
受注者は、工事の施工にあたっては、不法・違法無線局（不法パーソナル無線）を設置した

20.施工図等の取扱 施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

・実施時期：（　　　　　　　　　　　　　　　　完了時）
・回数　　：（　　　）回

受注者は｢県内生産品使用状況調査票｣を作成し工事完了時に監督職員に提出する。

本工事は、低入札価格調査制度調査対象工事(以下「調査対象工事」という)に該当した

実施区分を規定）の定めに関わらず中間検査の指定対象工事として、中間検査を実施する。
　1) 調査対象工事の中間検査の実施は、「中間検査実施細則」に関わらず原則として

　　 職員が指定する。なお、検査日及び検査監氏名は別途通知する。
　2) 中間検査は、通知日までに完了した出来形部分の出来形確認及び技術的確認等を
　　 行うが、給付の対象としない。

　　 2ケ月に1回、及び主要工種を考慮し施工上の変化点等で行うが、実施時期は監督

場合は、長野県建設工事検査要綱（検査の区分を規定）及び中間検査実施細則（中間検査

24.創意工夫等 受注者は、工事施工において、自ら立案実施した創意工夫に関する項目、または地域
社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完了時までに所定の様式
により提出することができる。

25.設計図CAD

　 データ
　　ならない。
　　貸与する設計図CADデータを当該工事の施工図または完成図の作成以外の目的に使用しては

26.電子納品

〇・設計図CADデータ　：　　貸与する、　　貸与しない

・電子納品　：　　実施する、　　実施しない〇

　 提出図書等
27.完成時の

28.施設点検

工事完成時の提出図書等は以下のものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　 (1.8.1～3)
提出図書等 仕様

完成図面

完成写真

工事関係図書

保全に
関する資料

電子成果品 電子納品による

図面（A1版）折りたたみ製本
図面　　見開き製本

キャビネ判
〇
〇

－

〇 撮影箇所
　　箇所

　A2 版

A4 版
サイズ

　 部

　 部

　 部

　 部
〇
〇

〇〇

部数

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇
〇

〇

〇

 箇所

  部

  部

本工事完成（「工事目的物の引渡し」を行った日）後、1年目及び2年目に発注者による
施設点検（不具合の有無を確認し、その処理について協議）を行うので、施設点検に立
会い協力するものとする。

〇

1.監督職員事務所〇

〇 〇 〇 〇〇
・監督職員用のスペース　：

・備品等の種類及び数量
〇
〇

〇 〇 〇
〇

〇　　　書棚、　 図面架、　 見本棚、　 机及びいす、　　更衣ロッカー（　）、
　　　ゴム長靴（　）、　　雨合羽（　）、　 ヘルメット（　）、　　墜落制止用器具（　）〇 〇

〇　規模(㎡）：　　10程度、　20程度、　 35程度、　65程度、　100程度、　 （　　）程度

2.工事用水

3.工事用電力

構内既存の施設　　 　利用できない、　　利用できる（　　有償、　　 無償）

構内既存の施設　　 　利用できない、　　利用できる（　　有償、　　 無償）

〇〇※

〇〇※

〇

〇

〇

〇

4.仮囲い等

〇

〇
　　　　　キャスターゲート（W=　　　　m、H=　　　　m）

仮囲い　　成型鋼板（H=　　  m、L=　　  m）
　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇
〇

〇

6.交通誘導員

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

配置期間　：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
配置場所　：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

配置人数　：（　　　　）人

〇

〇

〇

〇

〇

7.仮設足場

また、別紙2「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅
木の機能を有する足場とすること。

手すり先送り方式は不可とする。

21年 4月）により、手すり先行工法の種類は、別紙1「手すり先行工法による足場の組み立て

なお、別契約の関係業者がある場合は、当該業者に無償で使用させること。

等に関する基準」の2(2)手すり据置き方式、又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

          　　　　　　　　　　　　　　　　　                  　     　　　　 (2.2.4)
枠組足場の設置に当たっては、「手すり先行工法に関するガイドライン」（厚生労働省　平成

２
　
仮
　
設
　
工
　
事

３
　
土
　
工
　
事

　処理
2.建設発生土の

1.埋め戻し
　及び盛り土

〇 3.山留めの撤去

〇
〇

〇
〇

※※山留めの存置（　　図示、　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　
※鋼矢板等の抜き後の処理（　　直ちに砂で充填する、　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3.3.3)

構外搬出適切処理（別記-1による）
構内指示の場所に敷き均し、　　構内指示の場所に堆積、　 （ 　　　　　　　　　　）

　 　          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (3.2.5)

〇 〇

〇
〇

        　　建設汚泥から再生した処理土  G
種別　　　　A 種、　　　B 種、　　　C 種、　　　D 種〇〇

〇

1　支持地盤

　試験掘り（根切り底の状態の確認等）

　試験の位置、方法等

　・図示による（　　　　　）　　・　

　・図示による（　　　　　）　　・　

(4.3.4)(4.5.4～4.5.5)・杭基礎

　支持地盤の位置及び種類（基礎ぐいの先端位置含む）

　・図示による（　　　　　）　　・　

　・行う

　・行わない

　　位置等　　・図示による（　　　　　）　　・　

・地盤の載荷試験

・直接基礎

　支持地盤の位置及び種類（基礎底部の位置含む）

(3.2.1)

(4.2.4)

地

業

工

事

4

地

業

工

事

4
5 砂利事業

6 捨コンクリート
　　地業

8 地盤改良

7 床下防湿層

　・再生クラッシャラン　　　　　・切込砂利及び切込砕石

　・図示による（　　　　　　）　・　

捨コンクリートの厚さ

　・図示による（　　　　　　）　・　

Ｇ

2

適用箇所
　・基礎梁下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下

　※60mm　　　・　

材料

施工範囲
  ※50mm　　　　・　

スランプ

設計基準強度

　※15cm又は18cm　　・　

　※18N/mm           ・　

　・ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上         ・　
材料

施工範囲

　・　

種類及び施工方法等
　・図示による（　　　　　）　　・　

　・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

(4.6.4)(6.14.1)

(4.6.4)(6.14.1)

(4.6.4)(6.14.1)

(4.6.2)

(4.6.3)

(4.6.4)

(4.6.2)

(4.6.5)

鉄
筋
工
事

5 筋鉄1

2 網金接溶

手継の筋鉄3

種 類

形状等

 ・鉄筋格子

号記の類種 )mm(径の線鉄、法寸、状形の目網

100*100 φ6

使用部位

(5.2.2)

呼び径(mm)

(5.3.4)(5.5.3)

・重ね継手　　　　　　・　

ス圧接（D19 以上）・機械式継手　・溶接継手

法方手継

継手方法等

柱、梁の主筋

耐力壁の鉄筋

その他の鉄筋

（　　　　）

位部

耐力壁の重ね継手の長さ

　・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）3.1(a)(2)）

　・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）3.1(a)(3)）

継手位置図

　・　

鉄筋の定着方法

　・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）3.1(b)）

鉄筋の定着の長さ

　・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）3.1(b)）

　・　

　・　

(5.3.4)

(5.3.4)

(5.3.4)

(5.3.4)

　・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）5.1, 6.1, 7.1, 7.3, 8.1）

 ・溶接金網

 ・ SD345

 ・ 

 ・ 

種類の記号

 ・ SD295A

鉄筋の種類

呼び径（㎜）

D10～D16

D19～D25

(5.2.1)

備　考

・ガ

・重ね継手　　　　　　・　

4　鉄筋の定着
　の方法及び長さ

鉄筋相互のあき（機械式継手及び溶接継手を除く）

　・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）4.1）

　・　

　　　　　・　

　　　耐久性上不利な部分（塩害等を受けるおそれのある部分等）

　　　　　・　

　　　　・無し

　　　　・無し

　　　　・有り　　　適用箇所（　　　　　　　　　）

　　　　・有り　　　適用箇所（　　　　　　　　　）

　　　　　・最小かぶり厚さに加える厚さ　　（　　　）mm

　　　　　・最小かぶり厚さに加える厚さ　　（　　　）mm

　　　　　　主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保する

　　　軽量コンクリートで土に接する部分

　　　　・有り　　　適用箇所（　　　　　　　　　）

最小かぶり厚さ

　・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）表4.1）
(溶接金網含む)

5　鉄筋のかぶり
　厚さ及び間隔

　・　

　　　　・無し

　　　柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

(5.3.5)

(5.3.5)

外観試験

　※行う（全数）

抜取試験

　※超音波探傷試験

各部配筋

　・図示による（構造関係共通図（配筋標準図））

　・　

　・引張試験

　　試験ロット：1組の作業班が1日に行った圧接箇所とする。なお、200箇所を超えるときは

　　　　　　　　200箇所ごととする

8　各部配筋

9　圧接完了後の
　試験

(5.3.7)

(5.4.10)(5.4.11)

(5.4.10)(5.4.11)

　・基礎梁下

本工事中に作成した工事関係書類等をまとめたもの（完成写真含む）

1 部

 1 部

 1 部

 1 部

出入口　　シートゲート　　（W=　　　　m、H=　　　　m）

　　鋼板敷き（長さ6.0m、幅1.5m、厚さ22mm、　　　枚）5.仮設通路

　　　　　（　　A型バリカー程度での閉鎖　　　　　　　　）

84.59 84.59

砂利厚さ
100mm,150mm

〇

7.施工条件  (1.3.5)〇 1.本工事は、週休２日制適用工事（発注者指定型）とする。

コンクリート圧縮試験及び鉄筋の引張等試験等については、長野県建設技術センター
東信試験所等の試験機関で実施すること。

適切に処理を行うこと。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1.3.11)

〇
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軽量鉄骨造平屋建て（プレハブ構造）

１鉄骨 防災車両置き場（車庫）

道路までの舗装

防災倉庫

長野県東御市鞍掛１２２０番地の一部

図面名

工事名 東御市防災倉庫新築工事

特記仕様書（１）

東御市防災倉庫新築工事

〇
〇
〇
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D A T E

縮尺備　考

A - 0 3

仕  上  表

屋  根

外  壁

屋　　根

壁

立上り

扉

シャッター

竪樋

掴み金物

軒樋

建  具

コンクリート打放し補修

アルミ框ドア（サテン色）

軽量スチール製シャッター（手動）

φ75カラーVU

ステンレス製樋

床 コンクリート金ゴテの上、表面強化材塗布

壁

天井

鉄骨

厚0.35 カラー角波鋼板縦張り

厚0.35 カラー角波鋼板縦張り

厚0.5　カラー鋼板折板（山高47）

カラー塩ビ製軒樋　Ｗ150

工場塗装品

軒　裏

ケラバ包み、幕板
水切り

厚0.5　カラー鋼板

裏打ち材見上げ

裏打ち材見上げ

章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

のトーリクンコ

気乾単位容積質量

による種類及び強度

1 ・普通コンクリート

2）mm/N（度強準基計設

・２１

・２４

・１８

１８

１８

プンラス

基礎、基礎梁、柱、梁、床、壁

(6.2.

所箇用適

所箇用適

(6.2.1～6.2.3)(6.10.1～6.10.3)

ンラス プ

・軽量コンクリート

・

・

2mm/N（度強準基計設

3　セメント

2　コンクリートの
　類別

類別

　※Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

　・Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート）

種類

(6.2.1)

(6.3.1)

アルカリシリカ反応性による区分

　※A　　　　　・B

・混和剤

　混和剤の種類

・混和材

　混和材の種類

　　※標準仕様書6.3.1(4)(a)による　　　・　

　　※標準仕様書6.3.1(4)(b)による　　　・　

(6.3.1)

(6.3.1)

(6.3.1)

　　JIS R 5210に示された規定の他、水和熱が7日目で352J/g以下、かつ28日目で402J/g以下の

　※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種（普通ポルトランドセメントの品質は、

　・　

　　ものとする）　　　　　　　　　　　使用部位（　　　　　）

　・高炉セメントB種　　 　　　　　　　使用部位（　　　　　）

　・フライアッシュセメントB種 　　　　使用部位（　　　　　）Ｇ

Ｇ

1～6.2.4)

4 材骨

5 料材和混

・軽量コンクリート

　・　

　・2.3t/m　程度　　・　

トーリクンコ通普

　・1種　　・2種

適用箇所

　・図示による（　　　　　）　　・　

　・積算温度を基に定める場合

　　・図示による（　　　　　）　　・　

構造体強度補正値

適用箇所

　・図示による（　　　　　）　　・　

　※6N/mm　　・　

01 トーリクンコスマ

　・高炉セメントB種

　・フライアッシュセメントB種

　・　

　　　・　

混和材料

・混和剤

　　混和剤の種類

　　　※JIS A 6204に適合するAE減水剤または高性能AE減水剤

スランプ

　・低熱ポルトランドセメント

　※15cm     ・　

　・普通ポルトランドセメントに標準仕様書6.13.2(2)(ｲ)の混和材を混合したもの

　・中庸熱ポルトランドセメント

セメントの種類

※18（N/mm ）

スランプ

　※15cm 又は 18cm     ・　

適用箇所

　・図示による（　　　　　）

2

　・図示による（　　　　　）

目地寸法

間隔、位置、形状

　・図示による（　　　　　　　　）

打継目地

部材の位置及び断面寸法の許容差の標準値

　・標準仕様書表6.2.3による　　・　

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

 ・A種

種　別 適用箇所

 ・B種

　・標準仕様書9.7.3による　　・　

トーリクンコ化動流 所箇用適

設計基準強度

　※標準仕様書6.14.1(4)による箇所

コンクリート化粧打ち放し部

上記以外のコンクリート打ち放し部

 ・C種

(6.2.3)

(6.10.1,2)

(6.11.1)

(6.2.1)(6.13.1)

(6.12.2)

(6.10.1)

(6.13.2)

(6.13.2)

(6.13.2)

(6.14.1)

(6.14.1)

(6.2.1)(6.14.1)

(6.2.1)(6.15.1)

(6.2.5)

(6.8.1)

(6.2.5)(6.8.2)

(6.6.4)(6.8.1)(9.7.3)

7軽量コンクリート
　種類

14　コンクリートの
　仕上り

21

13ひび割れ誘発目地

6 量質乾気 積容位単

3

11無筋コンクリート

9 トーリクンコ中暑

8 寒中コンクリート
　適用期間 　・図示による（　　　　　）　　・　

2

Ｇ

Ｇ

6

コ
ン
ク
リ
｜
ト
工
事

6

コ
ン
ク
リ
｜
ト
工
事

MCR工法用シート

　・用いる

　　打増し厚さ

　　　　・20mm　　　・　

　　打増し範囲

　　　・図示による（　　　　　　）　・　

　・用いない

スリーブの材種

　・合板（※12mm　・　　　　　　）

断熱材の兼用

　・行わない　　　・行う

せき板の材料及び厚さ

打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る）　　　　

打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る）　　　　

領要施実

　・　20mm　 　・　

　※標準仕様書6.8.3(9)(ｲ)による　　・　

打増し厚さ15

16　型枠

コンクリ-トの

単位水量測定

(6.8.1)

(6.8.2)

(6.8.2)

(6.8.2)

(6.8.2)

（打放し仕上げ部）

71

　・図示による（構造関係共通図（構造関係共通事項）構－４施工方法等計画書関連等コンク

　　リートの単位数量測定）

1 鉄骨製作工場
7

鉄
骨
工
事

13

屋
根
お
よ
び
と
い
工
事

2 折板葺

下葺材料　・アスファルトルーフィング940

工法

雪止め　・設置する（図示）

施工箇所

　　　　　・改質アスファルトルーフィング下葺材

　　　　　　　（・一般タイプ　　・複層基材タイプ　　・粘着層付タイプ）

(13.2.2,3)

備　考

・太陽光

架台兼用

桟カバー
・蟻掛葺
・横葺

厚さ
着量等の種類及び記号
塗膜の耐久性、めっき付板及びｺｲﾙ

の種類

・

屋

の屋根用ｺｲﾙ
※JIS G 3322

（mm）

・0.4 ・心木なし瓦棒葺
・立平葺

式形葺根

本工事鉄骨については、プレハブ製作工場での規格品のため、鋼材、ボルト、アンカーボルト
2次部材などは全てメーカー指定品とする。

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

・適用しない

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力及び

積雪荷重に対応した工法）

長尺金属板葺1

16

建
具
工
事

本工事屋根については、プレハブ製作工場での規格品のため、2次部材含め
全てメーカー指定品とする。

4 ムウニミルア

具建製

11建具用金物

16 軽量シャッター

鍵21

本工事建具については、プレハブ製作工場での規格品のため、2次部材含め
全てメーカー指定品とする。

本工事建具については、プレハブ製作工場での規格品のため、2次部材含め
全てメーカー指定品とする。

本工事建具については、プレハブ製作工場での規格品のため、2次部材含め
全てメーカー指定品とする。

本工事建具については、プレハブ製作工場での規格品のため、2次部材含め
全てメーカー指定品とする。

01 示表20

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

（20.2.11）

区　分

　（・両面　・片面）

・衝突防止表示

寸法（mm）

・室名札

・図示

・

・図示

）mm（さ厚質材 mm（さ高付取

・ステンレス製 ・30φ ・市販品

・ ・

・アクリル板 ・図示 ・5

・図示

） 備考

・ピクトグラフ

・とびら番号

・ ・

・アクリル板 ・図示 ・5

・ ・

・アクリル板 ・図示 ・5

・図示

・図示

・

・

・図示

・

・図示

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とする。

色、書体、印刷等の種別、取付け形式等は図示による。

案内用図記号はJIS Z 8210による。

・

・施設板

・館銘板 ・アクリル板

・図示

・図示

・アクリル板

・図示 ・・

・図示 ・5

・

・図示

・5・図示

・

・

・図示

・

・図示 市支給品

22

舗
装
工
事

路床の材料

・盛土

・遮断層

・凍上抑制層

・フィルター層

　　　　引張強さ　　　　　　・98N/5cm（10kgf/5cm）以上　　・　

試験

　　砂の粒度試験　　　　　　　　　　　　　・行う　　　　・行わない

　　路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　　　・行う　　　　・行わない

　　路床締固め度の試験　　　　　　　　　　・行う　　　　・行わない

路床安定処理

　　・添加材料による安定処理

　　　　　　　　・生石灰（　　　　　　　　）　・消石灰（　　　　　　　　）

　　　　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・高炉セメントＢ種

　　　　添加量　　　　　　kg（目標CBR　・5以上　・　　　　　）

　　・ジオテキスタイル

　　　　単位面積質量　　　　・60g/㎡以上　　　　　　　　　・　

　　　　厚さ(mm)　　　　　　・0.5～1.0　　　　　　　　　　・　

試験

アスファルト舗装の構成及び厚さ　※図示　・　

材料

種　類

加熱アスファルト混合物の種類

表層

区　分

基層

・一般地域

・寒冷地域

一般及び寒冷地域

・密粒度アスファルト混合物（13）

・細粒度アスファルト混合物(13)

・密粒度アスファルト混合物(13Ｆ)

・細粒度アスファルト混合物(13Ｆ)

粗粒度アスファルト混合物(20)

地　域

シールコートの施工

・行う　　　　　　　・行わない

試験

舗装の平たん性　　※通行の支障となる水たまりを生じない程度

(22.3.2,3,5)(表22.3.1)

路盤の厚さ　・図示　・　

・Ｄ種　　　　　・建設汚泥から再生した処理土

・再生クラッシャラン　　　・クラッシャラン

・切込み砂利　

・

・

・図示

・

・図示

・

・図示

・

・図示

・

・フライアッシュセメントＢ種

路盤材料　　・砕石

　　　　　　・再生クラッシャラン

　　　　　　・クラッシャラン鉄鋼スラグ

　　路盤締固め度の試験　　　　　　　　　　※行う　　　・行わない　

　　・アスファルトコンクリート再生骨材

　アスファルト混合物等の抽出試験　　　　　・行う　　　　・行わない

　　　　透水係数　　　　　　・1.5×10　cm/sec以上　　　　 ・　-1

厚　さ　(mm)

・Ａ種　　　　　・Ｂ種　　　　　　・Ｃ種

アスファルト　　　・再生アスファルト　　　　　・ストレートアスファルト

Ｇ

料材別種

(22.2.2,3,5) (表22.2.1)

(22.4.2～6)(表22.4.4)

　(22.4.4)(表22.4.4)

1　路床

3　アスファルト
　舗装

2　路盤

Ｇ

Ｇ

・川砂、海砂又は良質な山砂（75μmふるい通過量10％以下）

・川砂、海砂又は良質な山砂（75μmふるい通過量10％以下）

・川砂、海砂又は良質な山砂（75μmふるい通過量6％以下）

Ｇ

Ｇ

　　　　　　・　　　　　　　　・図示

骨材　　　　　　　・道路用砕石

Ｇ

Ｇ

特記：建築基準法３７条で規定された基礎及び主要構造部材等についてはJIS品を使用する。

仕上表の仕上材は下記の認定番号の材料を使用する

屋根

裏打材

折版葺 不燃材料（告示１４００号）

鉄骨　（告示１４００号）

外部開口部アルミ、ガラス　（告示１４００号）

塗料［ NM-8585 ］基材同等

水酸化アルミニウム・水酸化マグネシウム混入ポリエチレン系樹脂フォーム板裏張り 不燃材料（NM-4617-1(1)）

捨てコン

１２／１～３／２０（普通ポルトランドセメント）

　・　10mm　 　・　20mm　 　・　

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
● ●

●
●

●

●
● ●

●

●

●

●

●

● ● ●

●

●

●

●

●

●

●●

●

●

●

●

・

図面名

工事名 東御市防災倉庫新築工事

特記仕様書（２）

仕上表

）

・



K I B I TO 一級建築士  　第２ ９ ０４ ０ ８号　   鈴木　敏之

長野県東御市八重原３５３３－１１９５　T E L / F A X０２６８－６１－６７５１

キ ビ ト 建 築 設 計
一級建築士事務所　知事（上田） E第9 Ｚ １ ０ ２号

N o .

/ 0 8 / 2 0 2 6

D A T E

縮尺備　考

A - 0 4

単位（mm）

　（２）鋼製（かぶり部分は防錆塗装を施すこと）

（９）柱、梁の主筋にD29 以上を使用する場合は、上記の他、
　　　主筋の最小かぶり厚さは、呼び名（d）の1.5 倍以上とする。

　　　目地深さ分はかぶり厚さに含まない。
（１０）屋外に面する部分等で、増し打をして目地をとる場合は、

１－４ バ ー サ ポ ー ト ・ ス ペ ー サ － の 種 類 と 配 置

鉄 筋 の 間 隔 ・ あ き の 最 小 値

※dは鉄筋径（呼び名）を示す。

Ｒ

Ｒ

鉄筋の径鉄筋の種類 折曲げ内のり直径(Ｒ)

※dは鉄筋径（呼び名）を示す。

鉄　筋

図

粗骨材の
最大寸法

最大寸法
粗骨材の

２５

２０

鉄筋間隔

鉄筋のあき

鉄筋間隔

鉄筋のあき

Ｄ１０ Ｄ１６Ｄ１９Ｄ２２Ｄ２５Ｄ２９Ｄ３２Ｄ３５Ｄ３８Ｄ１３

９.５３ １２.７ １５.９ １９.１ ２２.２ ２５.４ ２８.６ ３１.８ ３４.９ ３８.１

３６ ４０ ４３１１ １４ １８ ２１ ２５ ２８ ３３

３６ ３９ ４３ ５０ ５８ ６６ ７７ ８４ ９３ １００

６６ ７７ ８４ ９３ １００４３ ４６ ５０ ５３ ５８

２５ ２５ ２５ ２９ ３３ ３８ ４４ ４８ ５３ ５７

３３ ３８ ４４ ４８ ５３ ５７３２ ３２ ３２ ３２

※dは鉄筋径（呼び名）を示す。

最外径（Ｄ）

公称直径（d'）

呼び名（d）

１－８ 鉄 筋 の 定 着 及 び 継 手

図面名

工事名 東御市防災倉庫新築工事

鉄 筋 の 表 示 記 号

端部上端筋および

中央部下端筋

同一平面に点対称

となるよう配置

（４）段取り筋や捨て筋のかぶり厚さは最小かぶり厚さとする。

には必ず配置　　

２段筋部分には、Ｓ金物など間隔を確保できるものを使用する。　（３）

モルタル製のスペーサーは使用しないこと。　（４）

原則として、スラブには鋼製のスペーサーを使用すること。　（５）

それ以外の場合は工事監理者の承諾を得ること。

Ｒ

Ｒ

Ｒ

折曲げ起点は梁主筋を柱へ定着する場合、原則として柱せい

の3/4倍以上、梁から梁へ定着する場合、梁断面の中心線を

超えること。

※構造計算がルート3以外は、大梁主筋の柱への定着長さは40d以上とする。

鉄筋コンクリート配筋基準図 ( 1 )

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 配 筋 基 準 図 （ １ ）

４．基 礎 梁

４－１ 基 礎 梁 筋 の 余 長 ・ 定 着 及 び 継 手 範 囲

ＧＬ
Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２
ＧＬ

Ｌ２

ＬＣＬＣ

４－３ 基 礎 と 基 礎 梁 の 接 合

Ｌ
２

Ｌ
２

≦

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

基礎梁幅で増し打ち

Ｌ２

縦筋

基礎梁幅で増し打ち

あばら筋と同径・同間隔

４－２ 基 礎 梁 外 端 部 の 納 り

＞
Ｌ

２

Ｌ
２

横筋

１５ｄ

ｈ
　
２

０
０

３－Ｄ１６
３－Ｄ１６

２－Ｄ１３－＠２００

Ｄ１６

Ｄ１３

１５ｄ

ｈ
２
０

０

－Ｄ１３－＠２００

３－Ｄ１６

３－Ｄ１６

スラブ筋

壁筋のみ 　Ｌ１　

０．２Ｌ１かつ１５０㎜ 以下

原則として、Ｄ１９以上の異形鉄筋の継手はガス圧接とする。

ｄは径が異なる場合は細い方の鉄筋径とする。

（３）偏芯量（ｅ）

　　　ｄ／５以下

　　　（ｄ／５以上の時は切断、再圧接）

（４）圧接面のずれ（Δ）

　　　ｄ／４以下

（５）すきま（ｃ）

　　　３㎜以下

　　　１．４　　　　　ｄ以上

　　　（　　ｄ未満の時は補正圧接）　　　１．４

（１）ふくらみ長さ（Ｌ）
d

d

Δ
ふくらみ頂部

圧接面

L

ｅ

　　　　　ｄ以上　　　１．１

　　　ならない。

（６）径が異なる場合

　　　径の差が５㎜を超える場合は圧接をしては

ｄ０

ｄ０（２）ふくらみの径（　）

ｃ

基 礎３．

基 礎 配 筋 要 領３－１

　直接基礎

Ｈ １５ｄ １００

≒
１

０
０

下端筋 はかま筋

７
０

Ｄ

１
０

０

補強筋

帯筋

　　　コンクリート
止め板

　　　中埋コンクリート

補強筋

４
０
ｄ

４－Ｄ１６

１００１
０

０

基礎下端

　　　中埋
コンクリート

　　　コンクリート

止め板

（ａ）所定の位置に止まった場合 （ｂ）所定より低く止まった場合

６０°　　　　　　　

〔注〕　（１）中埋コンクリートは基礎コンクリートと同一仕様とする。

１００（　　以上）

ｄ

ｄ０

７
０

㎜

　杭基礎

Ａ

下端筋 はかま筋

Ａ部

≧
２
０

ｄ

≧
２

０
ｄ

０

８００φ １０－Ｄ１６

Ｌ
２

１
．
５
Ｄ

Ｌ
１

Ｌ
１

１
．
５
Ｄ

２．杭

２－１ 杭 頭 の 処 理 （ 既 製 コ ン ク リ － ト 杭 の 場 合 ）

杭径 補強筋 帯　筋

　６－Ｄ１３

３００φ

４００φ

４５０φ

５００φ

３５０φ

６００φ

７００φ

Ｄ１０－＠１００

　４－Ｄ１３

　６－Ｄ１３

　８－Ｄ１３

　８－Ｄ１３

　８－Ｄ１６

　８－Ｄ１６

（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部分の重ね継手

（２）柱頭
　　　　　　　　　　　　　　　［注］　印は出隅部鉄筋を示す。

（３）煙突に用いる鉄筋 （４）丸鋼　（５）杭基礎のベース筋

（２）あばら筋、副あばら筋

（１）帯筋、副帯筋、スパイラル筋 梁

（１）Ｕ字形あばら筋のキャップタイ、副あばら筋

１３５°（２）巾止め筋（片側　　　）

柱

９０°

１３５°

１８０°

１－７ 鉄 筋 の フ ッ ク

１－１０ ガ ス 圧 接 要 領

＊ ＊

中央 内端

ＬＣ ＣＬＬ０
　　Ｌ０／４

外端
　　Ｌ０／４

Ｌ２

　　Ｌ０／２

２０ｄ
内端

２０ｄ

５００㎜〔注〕　（１）ガス圧接の場合、＊は　　　以上はなす。

ＧＬ

１５ｄ１５ｄ

＊ ＊

内端内端中央

ＣＬ ＣＬ
　　Ｌ０／４　　Ｌ０／２

Ｌ０
　　Ｌ０／４

Ｌ２

　スラブなどの上載荷重を受ける場合

１５ｄ
外端

１５ｄＧＬ

２０ｄ２０ｄ

外端 中央 内端

ＣＬ

Ｄ１６

　　Ｌ０／４ 　　Ｌ０／２
Ｌ０

　　Ｌ０／４

１５ｄ１５ｄ

　基礎梁の下より地反力を受けない場合

Ｄ１３

ＬＣ

内端
Ｌ２

Ｌ２ Ｌ２

ＧＬ

継手範囲

Ｌ２

Ｌ２

適 用 範 囲１－１

１．　 共 通 事 項

１－２

本配筋標準は、現場打ち鉄筋コンクリート構造物に使用する鉄筋の加工

異形鉄筋 Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９

と配筋の一般基準を示すものである。設計図に特記なき限り本基準によ

るものとする。

記　号

１－３ 鉄 筋 の か ぶ り 厚 さ

構造部分の種別

土に接しない

部分

土に接する
部分

柱

梁

スラブ

非耐力壁

耐力壁

屋　内

屋　外

屋　内

屋　外

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

柱・梁・スラブ・壁・布基礎立上り

かぶり厚さ かぶり厚さの差
ＧＬ

注）
（７）

基礎・擁壁・耐圧スラブ

基礎・擁壁・耐圧スラブ

＊設計かぶり厚さ＝最小かぶり厚さ＋１０㎜

　種　類

　（１）コンクリート製

鋼製・コンクリート製　

鋼製・コンクリート製　

ス　　ラ　　ブ部　　位

備　　考

梁 柱

・鋼製 コンクリート製　 コンクリート製　鋼製・

壁・地下外壁

端部は　　ｍ以内　　

それぞれ

　　個／㎡程度　　　

上端筋、下端筋

配　　置

数量または

種　　類

間隔は　　ｍ程度　　

中段は上段より　　ｍ間隔

横間隔は　　ｍ程度　

端部は　　ｍ以内

上段は梁下より　　ｍ程度

上段は梁下より　　ｍ程度

中段は柱脚と上段の中間

　配　置

は下に設置、側梁は側

側梁以外の梁は上また

　（３）プラスチックス製

　（４）ステンレス製

〔注〕（１）かぶり厚さとは、最外側鉄筋面からの寸法とする。
（２）高炉セメントＣ種、シリカセメントＣ種及びフライアッシュ

セメントＣ種を用いる場合は、調合・部材の大きさなどに応
じて定め、係員の承認を受けること。

（３）「仕上げあり」とは、タイル張り、石張り、吹付タイル、
合成樹脂系リシン、　左官塗り、ペイント塗装等をいい、
「仕上げなし」とは、打放し、セメント系リシン、乾式石張
り等の場合をいう。防水層を有する屋根スラブについては、
仕上げありとしてよい。

（５）擁壁についてはコンクリートの品質及び施工法に応じ、係員
の承認を受けて４０㎜とすることができる。

（６）軽量コンクリートの場合は１０㎜増しとする。
（７）土に接する側面は、かぶり厚さの差を外側に打ち増す。

（８）屋外に面するスラブや柱・梁天端については、有効な仕上げ
　　　があっても、「仕上げなし」を適用する。

１.５

１.５

１.５

０.５

１.５

１.５

１.３

０.５

１.５

１.５ 柱幅　　ｍまで2個

　　ｍ以上3個

１.０

１.０

基　　　　　礎 基　礎　梁部　　位

種　　類

配　　置

備　　　考

数量または

・鋼製 コンクリート製　 コンクリート製　鋼製・

面　　積　　　　　　

間隔は　　ｍ程度　　

端部は　　ｍ以内　　

上または下と側面に設置

面にも設置　　　　　　　　

〔注〕　（１）表の数量または配置は５～６階程度までのＲＣ造を対象としている。

梁・柱・基礎梁・壁・地下外壁のスペーサ－はプラスチック製でもよい。　（２）

　8個　　

16㎡程度　 20個　

小ばり
・床 屋根

　スラブ

重ね継手長さ

（Ｌ１）普通コンクリート

４５ｄ又は４０ｄ又は
18

３５ｄフック付３０ｄフック付
４０ｄ又は３５ｄ又は

ＳＤ２９５Ａ 21
３０ｄフック付２５ｄフック付
３５ｄ又は３０ｄ又は

ＳＤ２９５Ｂ 24，27
２５ｄフック付２０ｄフック付
３５ｄ又は３０ｄ又は
２５ｄフック付２０ｄフック付
５０ｄ又は４０ｄ又は
３５ｄフック付

18
３０ｄフック付 ２０ｄ １０ｄ

４５ｄ又は３５ｄ又は 　　又は 　　かつ
21

３０ｄフック付２５ｄフック付 １０ｄ １５０mm
ＳＤ３４５

４０ｄ又は３５ｄ又は 　　以上
24，27

３０ｄフック付２５ｄフック付
３５ｄ又は３０ｄ又は
２５ｄフック付２０ｄフック付

21
３５ｄフック付３０ｄフック付

４０ｄ又は
24，27

３５ｄフック付３０ｄフック付
４０ｄ又は３５ｄ又は
３０ｄフック付２５ｄフック付

４０ｄ又は ５０ｄ又は

４５ｄ又は

 フック付

末端のフックは定着長さに含まない。

基準強度

コンクリートの設計
２

（Ｎ／ｍｍ　）　鉄筋の

種類 （Ｌ２）

一　般

定　着　の　長　さ　　

下　端　筋（Ｌ３）

30 ～ 45

30 ～ 45

30 ～ 45

１－５

　Ｌ１　 　Ｌ１　

　Ｌ１　

　Ｌ１　

０．５Ｌ１±５０

　Ｌ１　 　Ｌ１　

フックのない

場合

フックのある

場合
　Ｌ１　

以上０．５Ｌ１

以上０．５Ｌ１

０．５Ｌ１±５０

　Ｌ１　
又は

又は

圧接の場合

４００㎜ 以上

あき重ね継手

折　曲
げ角度

図 鉄筋の折り曲げ

ｄ

以下

９０°
ｄ

内のり寸法(Ｒ)
鉄筋の使用箇
所による呼称

帯　　筋

スパイラル筋
あばら筋

スラブ筋
壁　　筋

柱，梁，壁

などの主筋

スラブ
基礎梁 ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ

鉄筋の種類 鉄筋の径による区分

Ｄ１９以上

Ｄ２９～Ｄ４１

Ｄ１９～Ｄ２５

Ｄ１６以下

８ｄ以上

６ｄ以上

４ｄ以上

３ｄ以上

鉄筋中間部

鉄 筋 の 折 曲 げ 最 小 値

折曲げ角度

ｄ

ｄ ８ｄ

注）（２）

以上

余長

（１）注）

図

以
上

ｄ

ｄ

８
ｄ

°　　　　　　　　折曲げ角度　　は、スラブ筋、壁筋の末端部またはス９０

筋と対のキャップタイのみに用いる。

ラブと同時に打ち込むＴ形ばりに用いるＵ字形あばら

〔注〕　（１）

（２）

鉄筋末端部

の余長は４ｄ以上でよい。

　片持スラブの上端筋の先端、壁の自由端に用いる先端

６ｄ余長

４ｄ余長　

以上

以上

（２）注） ＳＤ３９０

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３４５

Ｄ１６～Ｄ４１

Ｄ４１

Ｄ１６以下

Ｄ１９～Ｄ３８

１８０°

１３５°

９０°

１－６

あ　　　き

・呼び名の数値の　　倍＋

・粗骨材最大寸法の　　　倍

　のうち大きいほうの数値

＋最外径

最外径
・粗骨材最大寸法の

　　　倍

・呼び名の数値の　　倍

　のうち大きいほうの数値

間隔

Ｄ Ｄ
あき ・ 　㎜＋最外径 ・　　㎜２５

　　　　間　　　　　隔

２５

１－９ 隣 り 合 う 継 手 の 位 置５ｄ以上

５ｄ以上

４ｄ以上

３ｄ以上

Ｄ１６以下

１.５

１.２５
１.２５

１.５

耐圧スラブ下端筋の定着長さは、一般定着　　　とする。
径の異なる鉄筋の重ね継手の長さは細いほうのｄによる。

特記のない限り、　　以上の異形鉄筋には、原則として重ね

継手を設けてはならない。
腹筋の重ね継手長さは、上記にかかわらず　　㎜とする。
軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

　（６）
　（７）

　（４）

　（５）

（Ｌ２）

１５０

Ｄ２９

Ｄ３２ Ｄ３５ Ｄ３８

３０

４０

７０

５０

５０

４０

４０

５０

３０

（５）注）

注）

注）

（６）

（６）

（単位：㎜）

最外側鉄筋面

設計かぶり厚さ

ＳＤ３９０

　（２）
〔注〕　（１）

　（３）

Ｌ２

Ｌ２

　基礎梁の下より地反力を受ける場合 (布基礎部分)
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工事名 東御市防災倉庫新築工事

鉄筋コンクリート配筋基準図 ( 2 )

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 配 筋 基 準 図 （ ２ ）

帯筋及び補助筋５－４５－１

５．柱

以上

以
下

＞Ｄ／６ｅ

第１帯筋

（梁面）

第１帯筋

（梁面）

（梁主筋直上）

：帯筋間隔Ｐ

１５０：　　　以下かつ　　
以下

ち小さい方を

大梁せいのう

直交梁

基準とする。

柱主筋のし

ぼりによる

補強

柱筋（異形鉄筋）の余長・定着・継手範囲
ならびに帯筋の割付け

（但し、設計図による事）
主筋の継手範囲

以上

６－３ 片持ち梁筋の余長・定着

６－４ あばら筋及び補助筋

片持ち梁

先端 元端

曲げ上げてもよい

片持ち梁筋
折り下げ

片持ち梁

先端小梁
（頭つなぎ梁）

一般の梁と連続しない場合

先 端 小 梁 の 納 ま り

（頭つなぎ梁）
先端小梁

以内

曲げ上げてもよい

以内

６ｄ

８ｄ

６ｄ

８ｄ

６ｄ

８ｄ

５－２ 柱 の 絞 り

５－３ 斜め柱・斜め梁の納まり

〔 注 〕 第 １ 帯 筋 は 、 梁 主 筋 と 緊 結 す る こ と 。

Ｐ
〃

〃
〃

　柱幅と斜材幅が異なる　柱脚で斜材となる

L2

柱 柱

梁

柱

イ

イ

イ

イ

柱幅と斜材（柱又は梁
幅が同じ）

２－Ｄ１３

（１）

（２）イ

〔 注 〕 　 　 　 　 の 範 囲 の 柱 の 帯 筋 は １ サ イ ズ ア ッ プ 又 は

二 重 巻 き と し 　 　 　 以 下 と す る 。

の 鉄 筋 は 　 　 　 以 上 と す る 。

２ｄ
≧５ｄ Ｌ

ｄ

２ｄｄ

ｄ

フック 溶接

以上

両面溶接　　　の時 ≧５ｄＬ

片面溶接　　　の時 ≧１０ｄＬ
（ｉ）１３５゜ （ｉｉ）

〔 注 〕 帯 筋 の フ ッ ク は 柱 の 同 一 隅 に 集 中 さ せ ず に 隅 を

一 般 帯 筋

順 次 廻 る よ う に す る か 、 ２ つ の 隅 に 交 互 に 配 置
　 す る 。

副 帯 筋

４
ｄ

６
ｄ

６
ｄ

６
ｄ

ス パ イ ラ ル 帯 筋

ｄ

末端部

ｄ

重ね継手 末端部 重ね継手

添え巻
巻以上の１．５ １．５巻以

上の添
え巻

補 助 筋

４ｄ

４
ｄ

６．梁

６－１

６－２

余 長 及 び 主 筋 の 継 手 範 囲 印 は 継 手 範 囲 を 示 す 。

片側スラブ付
（２）

スラブなし
（１） （３）

両側スラブ付 上下スラブ付
（４）

打ち継ぎ面

６ｄ以
上

１
，

５
０

０

L1

（５）

副 あ ば ら 筋

打ち継ぎ面

８ｄ

スラブ付 スラブなし
（６） （７）

６ｄ ６ｄ

６ｄ

１
，
５

０
０
以

上

L1

６ｄ

６ｄ

（８）

６－５ あばら筋の割付け

１３５

（１）・（７）

　 　 　 　 　 余 長 　 　 と し て よ い 。

〔 注 〕 （ １ ） フ ッ ク を 　 　 で 図 示 し て い る と こ ろ は゜

ハ ン チ な し の 場 合

第１あばら筋

ｐ〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃ｐ〃 〃

調整区間　以下ｐ
ｐ：あばら筋間隔

ｐ ｐ ｐ ｐ〃〃〃〃 〃〃〃〃〃〃〃

調整区間　以下ｐ
ｐ以下

調整区間　

二重巻き又は１サイズアップ
第１あばら筋

ハ ン チ あ り の 場 合

一般の梁と連続する場合

定 　 着

か
ぶ

り
厚

以
上

以
下

以
上

以
上

４０ｄ 以上 以上４０ｄ

３ｄｄ

６ｄ

１３５ プック

６
ｄ

３ｄ
ｄ

１３５ プック

３ｄ

コーナー部
ｄ

６
ｄ

３ｄ
１３５ プック

（ １ ） 中 央 下 端 筋 が 端 部 下 端 筋 よ り も 本 数 が 多 い 場 合

内　端外　端
１５ｄ １５ｄ

Ｌ０／２

腹筋

（ ２ ） 端 部 下 端 筋 が 中 央 下 端 筋 よ り も 本 数 が 多 い 場 合

外　端 内　端

腹筋

端部配筋中央部配筋端部配筋

中　央Ｌ０／４

Ｌ０／４

２０ｄ３０
Ｌ０／４

Ｌ０／４

２０ｄ ３０ ３０

中　央Ｌ０／４
３０

Ｌ０／４
３０

D D

１５ｄ１５ｄ

１５ｄ

Ｌ０／２

左右の下端数を
連続してもよい

＜最上階＞

＜最上階＞

＜一般階＞

＜一般階＞

L1

＜水平断面＞＜鉛直断面＞

６ｄ

６ｄ

１８０゜

　 　 　 （ ２ ） 逆 梁 に つ い て は タ イ プ 　 　 　 　 と す る 。
４ｄ

３０㎜注）柱面から約　　の位置から割りつける。

３０㎜注）柱面から約　　の位置から割りつける。

以
下

以
下

ＬＣ ＬＣ

２段筋

１００～１５０約

以上 以上

（ １ ） ハ ン チ な し の 場 合

＜最上階の梁端部＞ ＜一般階の梁端部＞

ＬＣ ＬＣ

２段筋

以上

（ ３ ） 段 違 い 梁

＜最上階・一般階の連続端＞＜最上階の梁端部＞

＜　　　　の場合＞ｅ≦Ｄ／６

水平でもよい

Ｄ

ｅ

ｅｅ

Ｄ

ｅ

折曲げ定着とする
必要はない

ｅ＜　　　　の場合＞＞Ｄ／６

（ ２ ） ハ ン チ あ り の 場 合

直線定着できる場合

（最上階）
１５０以下

L1
L2

の場合＞<
Ｄ　
６　帯筋は二重巻き

アップ
または１サイズ

の場合＞< ｅ≦　Ｄ　
６　

ｅ＞　

ｅ

ｅ

Ｄ

あばら筋は二重巻又は
１サイズアップ

Ｄ

注）直行梁の梁筋とぶつかる場合は点線の納まりとする。

（一般階）

（ 腹 筋 ・ 巾 止 め 筋 ・ 受 筋 ・ 吊 り 筋 ）補 　 助 　 筋

Ｄ

３０ ≒１，０００㎜

巾止め筋間隔（１）腹　　筋

Ｄ１０ １，０００㎜

程度。６００㎜９㎜

Ｄ＝３ｄ～２ｄ

４
ｄ

４ｄ

巾止め筋

１５０㎜腹 筋 を 継 ぐ 場 合 、 約 　 　 重 ね る 。
３０㎜

一　般　梁
梁　　成 腹　　筋

１　　　　２－Ｄ１０

２　　　　４－Ｄ１０

段
段
段

３　　　　６－Ｄ１０

１　　　　２－Ｄ１０

２　　　　４－Ｄ１０

３　　　　６－Ｄ１３

４　　　　８－Ｄ１３

段
段

段
段

腹　　筋

Ｄ　

Ｄ　

Ｄ　＜　　６００

＜　　９００

＜１，２００

Ｄ　

Ｄ　

６００　≦　

＜　　６００

梁　　成

基　礎　梁

Ｄ　

Ｄ　

Ｄ　＜１，５００Ｄ　

Ｄ　

１，２００≦　

１，５００≦　

不　　要

設計図による

＜　　９００６００　≦　

９００　≦　 ９００　≦　 ＜１，２００

１，２００≦　 ＜１，５００

＜２，０００１，５００≦　Ｄ　

Ｄ　２，０００≦　

不　　要

設計図による

Ｐ
Ｐ

１
Ｐ

Ｐ
１

以
下

以
下

Ｐ
１

１
５

ｄ

Ｌ
２

Ｈ
０
/２

１
５

ｄ
≦Ｄ／６ｅ

Ｌ
２

Ｈ
０

/４
Ｌ

１

Ｈ
０

５
０
０

１
，
５
０
０

Ｈ
０

/４

１
，
５
０
０

５
０
０

Ｈ
０

Ｄ

Ｐ
Ｐ

１

１
５

ｄ
１

５
ｄ

Ｈ
０
/２

Ｈ
０
/４

Ｄ
Ｈ

０

５
０
０

１５０

Ｌ
２

１５０

Ｐ１ １．５Ｐ

ＤＤ

ｅ ｅ

１
．

５
Ｄ

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｄ Ｄ

Ｌ
２

Ｌ
２

１
．

５
Ｄ Ｌ
２

Ｄ

Ｐ

＠１００

１．５Ｄ

ＬＯ
Ｌ０／４ Ｌ０／４

３０１５ｄ

ＬＯ

Ｄ
Ｄ

Ｄ Ｄ

６ｄ

０．８Ｄ ０．８Ｄ

ＤＤ

０．８Ｄ

Ｌ２

Ｄ

Ｌ
１

Ｌ
２

Ｌ１ Ｌ１

Ｌ
２

Ｌ１Ｌ１

Ｌ
１ Ｌ

２

Ｌ
２ Ｌ

２

Ｌ
２

Ｌ１
１５ｄＬ２

Ｌ２

Ｌ
１

１５ｄＬ１
Ｌ１Ｌ２

Ｌ２ １５ｄ

Ｌ１

Ｌ３ Ｌ
１

Ｌ３

Ｌ
１

１５ｄ ２Ｌ０／３

Ｌ０
１００

Ｌ３

Ｌ
１

Ｌ１２Ｌ０／３１５ｄ

Ｌ０１００

Ｌ３Ｌ
１

Ｌ
２ Ｌ
２

１
，
５
０
０

１５ｄ

Ｄ１０

巾止め筋

一 般 あ ば ら 筋

　 　 腹 筋 は 第 １ あ ば ら 筋 よ り 約 　 　 突 き 出 す 。

単独小梁の場合

小梁外端部の定着

Ａ－Ａ面

捨筋を流して結束

斜めあるいは

斜め定着してもよい

水平定着としてよい

Ｌ２
Ｌ３

Ｂ／２
Ｂ

Ａ

Ａ

中央外端 内端 中央内端 内端

Ｌ０／４ Ｌ０／２ Ｌ０／４

１５ｄ１５ｄ

Ｌ０／４ Ｌ０／２ Ｌ０／４

１５ｄ １５ｄ

２０ｄ ２０ｄ

Ｌ０／４Ｌ０／２Ｌ０／４Ｌ０／６ ７Ｌ０／１２ Ｌ０／４

２０ｄ２０ｄ

Ｌ０Ｌ０

中央端部 端部

／４Ｌ０Ｌ０／２Ｌ０／４

１５ｄ １５ｄ

２０ｄ ２０ｄ

Ｌ０／６２Ｌ０／３Ｌ０／６
Ｌ０

連続小梁の場合

（例： 型はｎ＝３， 型はｎ＝４）

Ｃ

孔の中心

Ｄ

≧≦ ＜

≧≦ ＜

≧≦

≦

１．２Ｄ

Ｄ

５００

７００

９００

７００

９００

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ／３ｈ

ｄ

ｄ

ｄ

１７５

２００

２５０

Ｌ

〔注〕 　　　開口の　は、あばら筋本数を示す。ｎＢＣ（１）

開

口

開

口

開

口

Ａ

Ｂ

Ｃ

多孔列の場合は水

２－Ｄ１３平補強筋　　
を入れる。　

ｈ≦Ｄ／５　　　　ｈ≦１５０かつ

ｎ－Ｄ１９

（１）注）

斜め補強筋

補強あばら筋
水平補強筋

注）（２）
ｎ－Ｄ１３
ｎ－Ｄ１３ ｎ－Ｄ１６

一般部分の１／２ピッチ

ｈ≦Ｄ／３ ｂ ａ ｂ＝Ｄ／２

水平補強筋
斜め補強筋

補強あばら筋
ｂ

ａ
ｎ－Ｄ１６
ｎ－Ｄ１６ ｎ－Ｄ１９

ｈ Ｌ

補強あばら筋

各同径のあばら筋二重巻き又は
１サイズアップ

水平補強筋

斜め補強筋

Ｄ Ｄｈ

ピッチ１／２一般の
ピッチ一般の１／３

一般の１／２ピッチ
一般の１／３ ピッチ

あばら筋 の時あばら筋 の時ｎ－Ｄ１０ ｎ－Ｄ１３

ｎ－Ｄ１０あばら筋 あばら筋 の時の時
ｎ－Ｄ１６
ｎ－Ｄ１０

ｈ

ｈとする。
矩形の孔は対角線を

ｄ
ｈ

ｄ

ｈ

梁筋の余長・定着ならびに継手範囲

連結筋

〔注〕たばね筋は柱頭柱脚及び柱中央
＠９００（　　　）に入れ、

あき寸法を確保する。

たばね筋（２段筋）

図面表示記号

１
.５

×
主

筋
径

（ ベ タ 基 礎 基 礎 小 梁 の 場 合 は 上 下 反 転 ）

印 は 継 手 範 囲 を 示 す 。

小梁筋の余長・定着ならびに継手範囲

ｈ≦Ｄ／４

斜め補強筋 ２－Ｄ１３

補強あばら筋

ｈ

貫通孔間隔は孔径の平均値の3倍以上とする。

（ ２ ） 補 強 要 領

※開口については、孔径が梁成の　　　以下の場合、かつ　　　未満の
場合は補強は不要。

※小梁が取りつく場合は、小梁面より貫通孔面まで200mm程度離すこと。

６－６

巾止め筋は　　とし、約　　　間隔に入れる。
（ ２ ） 巾 止 め 筋

（ １ ） 補 強 要 領

　設計者または工事監理者と打合せの上で、同等品の使用を可とする。

梁貫通孔の可能範囲及び配筋要領図

（ ３ ） 受 筋 ・ 吊 り 筋

受筋・吊り筋を使用する場合は、径　以上、間隔　　

Ｌ

１／１０ １５０㎜

※補強筋は、原則、ダイヤレンＮＳ[BCJ評定-RC0124-07]を使用のこと。
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キ ビ ト 建 築 設 計
一級建築士事務所　知事（上田） E第9 Ｚ １ ０ ２号

N o .

/ 0 8 / 2 0 2 6

D A T E

縮尺備　考

A - 0 6
図面名

工事名 東御市防災倉庫新築工事

鉄筋コンクリート配筋基準図 ( 3 )

８－２ 地 下 外 壁 筋 の 定 着 ８－６ 開 口 補 強

９．そ の 他

９－１ 増 し 打 ち コ ン ク リ ー ト 補 強

９－２ 土 間 コ ン ク リ ー ト

面Ａ

面Ａ

ｂａ

Ｃ

あばら筋と同径同ピッチ
Ｄ１６－＠３００ Ｄ１６

Ｂ

以下

以下
Ｄ１０－＠６００

Ｄ１６

あばら筋と同径

断面断面断面

同ピッチ

あばら筋と同径
同ピッチ

周辺躯体との納まり　

梁上部に目地をとる場合

目地

緩衝材（砂、土、

基礎梁

各 １－Ｄ１３
ＧＬ

末端部　梁上部補強筋　

クッション材等）

１５０

　（３）目地部下端筋は、通し配筋とするかスリップバーを設ける。

　（１）目地間隔は、原則として　　　　　　とする。４．０～６．０ｍ

１／３～１／５

　　　　とする。

　（２）目地の深さは、スラブ厚さの　　　　　（カッター目地を原則）

ａ ｂ ｃ

か
つ

凍
上

線
以

深
２

０
０

〔注〕ひびわれ誘発型土間コンクリートについては

　　　　ごとに充分締め固める。２０㎝

基礎梁

目地
２０ｄ

基礎梁

２０ｄ ２０ｄ

基礎梁

２－Ｄ１３

Ｄ１０－＠２００

１－Ｄ１３

Ｌ２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｂ ＢＬ２

Ｄ１６－＠３００
以下

Ｄ１０－＠２００

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 配 筋 基 準 図 （ ３ ）

７－５ 段 違 い ス ラ ブ床 ス ラ ブ 筋 の 継 手 位 置７－１

７．床 ス ラ ブ

ｔ
＜
Ｈ
≦
２
ｔ

段差が　以内の場合ｔ 段差が　を越え　　以内の場合ｔ ２ｔ
Ｂ・Ｄ

Ａ・Ｂ
上端筋

短辺方向

長辺方向

標準継手位置

Ｌｙ
Ｌ

ｘ
／

２

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｌｘ／４

７－２ 床 ス ラ ブ 筋 の 定 着

Ｄ１３
７５～１００

１５ｄ

Ｌｘ／４

段違いスラブ

７－３ 片 持 ス ラ ブ 筋 の 定 着

先端に荷重がかからない場合

　
Ｌ２

梁 スラブ

か
つ

中
心

線
を

越
え

る

イ

Ｄ１０

１５０

Ｄ１３

イ

Ｄ１０

ａ区間は通し配筋でもよい イは上端筋がある場合不要

Ｌ２ ａ Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２ ａ Ｌ２

Ｌ２

程度

ａ
Ｌ

２

Ｌ
２

ａ
Ｌ

２

１，０００

Ｄ１３

壁と壁の交差部

１
５

０

Ｌ
２

Ｌ
２

※

Ｌ
２

Ｌ２ Ｌ２

※

Ｌ
２ Ｌ

２ ※

Ｌ２
Ｌ２

Ｌ２ Ｌ２

※

以上かつ縦筋と同径以上Ｄ１３※

壁筋と同径・２倍間隔を
原則とする

Ｌ２

※
※

壁端部

柱主筋の内側の場合

柱主筋の外側の場合

Ｃ

Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２

Ｌ２

柱 梁

８ｄ

Ｌ
２

Ｌ
２ 梁
上

端
主

筋
ま

で

Ｌ
２

梁主筋の内側の 梁主筋の外側の
場合 場合

受筋受筋Ｌ

打継ぎ面 打継ぎ面

Ｄ
－

ｔ

Ｄ

ｔ

Ｄ
－

ｔ

Ｄ

ｔ

約　　間隔毎に下げる 約　　間隔毎に下げる１ｍ １ｍ
８ｄ

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

か
つ

Ｌ２ Ｌ２

Ｌ
２

通し筋

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２ Ｌ２

８－３ 地 下 外 壁 筋 の 継 手 範 囲

Ｌ１

Ｌ０／４Ｌ０／４

Ｌ０

横筋縦筋

Ｌ１

Ｈ
０
／

３ Ｈ
０Ｌ
１

継手範囲

土に接する側の鉄筋

室内側の鉄筋

補強コンクリ－トブロック（帳壁、へい）８－４

配力筋の定着主筋の定着

ＲＣスラブ・壁への定着

溶接以外の
継手は不可

４０ｄ

４０ｄ

４０ｄ

４
０

ｄ

５ｄ

５
ｄ

１
０

ｄ

ブロックの最大支点間距離４０ｄ

４
０

ｄ

１－Ｄ１３
４
０

ｄ
１－Ｄ１３

１２０

１５０

（Ｌ）

一般 腰壁・袖壁

１００※

Ｌ＝１，３２０

Ｌ＝１，６００

ｍｍ（単位：　　）

Ｌ＝２，５００

Ｌ＝３，０００

Ｌ＝３，５００

ブロック厚

ＧＬ＋１０ｍ※　　　　　以下の場合のみ

８－５ パ ラ ペ ッ ト の 配 筋

１
０

０

２－Ｄ１３

２－Ｄ１０

１－Ｄ１３

Ｌ
２

２－Ｄ１３

Ｈ

２－Ｄ１０
１－Ｄ１３

Ｌ
２

〔注〕（１）縦筋：　　　　　ダブル
　　　　　　横筋：　　　　　ダブル
　　　（２）特記なき寸法は建築図による。
　　　　※　丸環用補強筋（丸環の両側に入れる）

Ｈ≦１，０００｝
８ｄ

２－Ｄ１３

１
０
０

２－Ｄ１３
Ｌ

２

１
０

０

８ｄ

※ ※

隅角部・交差部の定着

鉄筋による開口補強

かぶせ筋

Ｄ

１
０
０

かぶせ筋 １００

８－７ 外 壁 ひ び わ れ 防 止 筋

目地のある場合

６
０

０
６
０

０

４５°

収縮ひびわれ防止筋
６（壁筋と同径　本

Ｌ＝１，２００　　　　）

開口補強筋

６００ ６００

６
０

０
６

０
０

開口補強筋

収縮ひびわれ防止筋
６（壁筋と同径　本

収縮ひびわれ防止筋

６（壁筋と同径　本

　　　　　　押さえる。
〔注〕（１）ひびわれ防止筋長さは開口隅角部の　　斜線を基準として４５°

１５０　　　（２）非耐力壁のひびわれ防止筋は壁筋間隔が　　以下の場合は
　　　　　　不要。

Ｌ＝１，２００　　　　）

Ｌ＝１，２００　　　　）

目地のない場合

８－８

第一主筋

片側スラブ付

２００

　Ｌ２　

以上

　Ｌ３　

２００

７５～１００　Ｌ１

　
Ｌ

２

　Ｌ２以
下

１
０
０

以
下

１
０
０

（ｂ）

Ｌ１

２
Ｌ
１

Ｌ１

Ｌ
１

Ｌ
１ Ｌ１

２
Ｌ
１

Ｌ
１ Ｄ＋２Ｌ１

〔注〕（１）壁の補強筋は、壁リストによる。

　　　　　　耐力壁　：平行する壁筋と同径、同間隔
　　　　　　非耐力壁：平行する壁筋と同径、２倍間隔

１５０φ１５０×１５０　　　（３）開口部が　　　　　又は　　　以下の場合、補強不要。

　　　（４）開口部が柱・梁に近い場合の補強筋は下図の通りとする。

　　　（２）末端部かぶせ筋は、下記とする。

ｅが　　以下の

不要

ｅ

ｂ

ｃ

ｃ

ａ

ｅ

２００
場合　　　　筋　　ａ、ｂ、ｃ

Ｌ
１

垂直目地

（７０≦Ｂ≦２００）柱　

（７０≦Ｂ≦２００）梁

ＢＬ２

≦　≦Ｂ　２００

帯筋と同径同ピッチ

Ｂ
Ｌ
２

Ｄ１６－＠３００以下 Ｌ２ Ｂ

※埋戻し砂利面の締め固めは振動ローラー又はランマーなどを用いて厚さ

Ｌ
２

Ｄ１０－＠１５０

Ｄ１０－＠１５０

Ｄ１０＠１５０
Ｄ１０＠１５０

Ｄ１０－＠１５０

３
５

ｄ

３
５

ｄ

３０ｄ３０ｄ

３
０

ｄ

３
０

ｄ

３０ｄ

３０ｄ

３
０

ｄ

７０

４５°

Ｈ

１，０００

Ｌ
ｘ
／
４

　Ｌ２　

仕上なしの場合

６０７５～１００
　Ｌ１

Ｌ３ （ｂ）

６０
７５～１００

（ｃ）

Ｌ１

Ｌ
３

：バーサポート
：　　　以上Ｄ１３

７－４

３００Ｘ３００ 以下の場合 以下の場合

開 口 補 強

７００Ｘ７００

Ｌ
１

Ｌ
１

補強筋 ａ・ｂ：２－Ｄ１３ 以上

ｂ

ａ

＊

　　ｃ：２－Ｄ１０ （上端筋の下に配筋）

開口が連続する場合

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ１

２－Ｄ１３
以上

　（開口は　　　以下）１５０φ

　同径以上の鉄筋にて補強する。
＊開口によって鉄筋が切られる場合

２－Ｄ１３以上

２－Ｄ１３以上

＊

＊

＊

＊スラブ筋と同径、開口により切断される鉄筋と同本数

Ｌ１ Ｌ１
Ｌ
１

ａ

ｂ

　Ｌ１

Ｌ
１ ｃ

Ｌ
１

以
内

１－Ｄ１３ ２－Ｄ１６

　Ｌ３　

２－Ｄ１０
＊片持ちスラブの開口補強、片持ち方向の補強筋は、

　片持ちスラブ元端の梁面から定着長さを確保する。

ｔ

　Ｌ２

２ｔ

Ｈ

スタラップ
Ｄ１０－＠１５０

　
Ｌ
２Ａ・Ｃ・Ｄ下端筋 両方向共Ｌ
ｘ

Ｌ
ｘ
／
４

Ｃ

Ｄ

Ｌｘ／４

７－６ 隅 角 部 の 補 強

短辺方向断面図

バーサポート１５ｄ １５ｄ

Ｌｘ／４

Ｌｘ

段違いスラブ

先端に荷重がかかる場合 ８－１ 壁 筋 の 定 着

８．　 壁 　 　 　 　

かつ中心線を越えるＬ２
程

度
柱

８
ｄ

注）鉄筋の重ね継手長さは　　とする。

両側スラブ付

　Ｌ２　

　Ｌ３　以上

梁主筋にあたる場合

　Ｌ３　
３０°以内

：　　以上Ｄ１３

：バーサポート

２００以上

　Ｌ２　

　Ｌ２　

６０

以
下

１
０

０

　Ｌ２
（ａ）

〔注〕（１）補強筋：５－Ｄ１０－＠２００
　　　（２）上端筋の下に配筋

屋上階出隅部 屋上階入隅部

１，
５０

０

１，
５０

０

Ｌ３

Ｌ１

（ａ）

片持ちスラブ出隅部

Ｐ
〃

Ｐ

Ｐ〃Ｐ

’ 　

Ｄ
１
３
－
＠
Ｐ

２
－
Ｄ
１
３

Ｄ１３－＠Ｐ ２－Ｄ１３

Ｌ０ Ｌ０’　

Ｌ
０

Ｌ
０

片持ちスラブ入隅部

（ＲＣの腰壁・たれ壁のない場合）

１，
０
００

Ｌ０’　

Ｌ
０

３－Ｄ１０－＠２００

Ｌ
１

Ｌ１

〔注〕（１）補強筋：上端筋の下に配筋

ｔ

１－Ｄ１３
２ｔ

　Ｌ２

　Ｌ２
Ｄ１０－＠２００

ｔ

２－Ｄ１６

継手を添溶接にする場合

　両面溶接 Ｌ≧　５ｄ
　片面溶接 Ｌ≧１０ｄ

　　上記表の上端筋・下端筋を読み替える。
注）ベタ基礎のスラブ筋の場合は

１５ｄ

外 壁 ひ び わ れ 誘 発 目 地 部 の 配 筋

外 外

内 内横断面 横断面

仕上ありの場合

４０ｄ

同径
同ピッチ

Ａ：設計かぶり厚さ

ＡＡ



K I B I TO 一級建築士  　第２ ９ ０４ ０ ８号　   鈴木　敏之

長野県東御市八重原３５３３－１１９５　T E L / F A X０２６８－６１－６７５１

キ ビ ト 建 築 設 計
一級建築士事務所　知事（上田） E第9 Ｚ １ ０ ２号

N o .

/ 0 8 / 2 0 2 6

D A T E

縮尺備　考

A - 0 7

道路境界線

隣地境界線

隣
地
境
界
線
（
任
意
）

隣地境界線

隣地境界線（任意）

隣
地
境
界
線

電

電

道
路
境
界
線

申請建物

市
道
祢
津
３
３
７
号
線

建設地：長野県東御市鞍掛１２２０番地の一部

案内図
S:1/500

S:1/12000

ミクニ

く
る

み
街

道

袮津街道

天照皇大神宮

浅間サンライン

新張簡易
郵便局

県
道
94号

線

別府公民館

新張公民館

塩澤山聖天寺

滋野神社

鞍掛

鞍掛東

県道4号線
上信越自動車道

別府

新張

（
法
42
条
1項

1号
）

配置図

追加資料

11
.9
8

46
.9
8

24.00

24.00

4
6.
76

図面名

工事名 東御市防災倉庫新築工事

配置図
1: 5 0 0

1 : 1 2 , 0 0 0

5,100
6,000

6,000
5,100

4,600

5,000

5,200

1
2
,
5
0
0

1
0
,
0
0
0

1
1
,
7
0
0

7,230
3,900

76
5

77
2

77
0



K I B I TO 一級建築士  　第２ ９ ０４ ０ ８号　   鈴木　敏之

長野県東御市八重原３５３３－１１９５　T E L / F A X０２６８－６１－６７５１

キ ビ ト 建 築 設 計
一級建築士事務所　知事（上田） E第9 Ｚ １ ０ ２号

N o .

/ 0 8 / 2 0 2 6

D A T E

縮尺備　考

A - 0 8

隣
地
境
界
線
（
任
意
）

電

ビニルハウス

コンテナ

-780

-780

★
+120

隣
地
境
界
線

市道祢津３３７号線

道路中心線

道路境界線

+120

±0

隣地境界線（任意）

±0

路肩

+200

路肩

±0

路肩

+320

+200

申請建物

法面整地

法面整地

法面整地

整地

整
地

平均GL：設計GL+114

（法42条1項1号）

追加資料

24
.0
0

+1,750

+1,810

+1,490

+1,450

+1,420

46.98

2
4.
00

46.76
+150

+160

+285

-2,235

-140
-140

図面名

工事名

配置図２ 1: 2 0 0

東御市防災倉庫新築工事

※道路幅員は、東御市道路台帳による

5
,
2
0
0

5
,
0
0
0

4
,
6
0
0

5
,
1
0
0

6
,
0
0
0

12,500

2
,
3
0
0

9,800

90

2
,
3
0
0

8
3
0

7
,
2
3
0

7
,
2
0
0

3
0

7
,
2
3
0

3
1
010,000

11,700

3
,
9
0
0

11,520 905,
00
0

5,000

6
,
0
0
0

3
,
9
0
0

KBM：（鋲頭）

既存石垣

アスファルト舗装

軒の出ライン

軒の出ライン

アスファルト舗装

最高の高さ:4,372



K I B I TO 一級建築士  　第２ ９ ０４ ０ ８号　   鈴木　敏之

長野県東御市八重原３５３３－１１９５　T E L / F A X０２６８－６１－６７５１ / 0 8 / 2 0 2 6

D A T E

備　考
キ ビ ト 建 築 設 計

一級建築士事務所　知事（上田） E第9 Ｚ １ ０ ２号

N o .縮尺

A - 0 9

①

②

1/50

金　　　物

その他．付属品

備　　　考

型式 位置 数量

扉　　　　枠

ガラス ガラリ

把　手錠（ロック）

番　号

②

52.82*20.99*0.5

52.82*21.11*0.5

面　積

計　算 合　計

554.346

557.515

1,111.861

(1,111.86)

①

m2

建築面積、延べ床面積　求積図・求積表

敷地求積図　S:1/500

姿図・寸法

敷地求積図・求積表 建具表

支持金物：くつ摺： アルミ ステンレス丁番

ＹＫＫＡＰ　２ＨＤ－７９６１８－ＨＫ同等品

仕上：

アルミ框ドア

見込：

錠類： モノロック

厚2.0　アルミパネル

サテン色 30 材質：

防災倉庫 1か所

アルミ 見込： 70

把手類： 握り玉 材質： ステンレス 仕上： HL

材質：

防災倉庫

見込：

手動軽量シャッター（2/SS:移動中柱）

スラット： 見込：ー スチール

設計GL

種別： 厚さ：ーー

錠類：ー 把手類：ー 材質：ー 仕上：ー

付属金物一式

くつ摺：ー

付属金物一式

工場焼付塗装品

支持金物：ー

求積図　S:1/500

番　号 合　計計　算 m2

スチールt=0.5

設計GL

39

建築面積

延べ床面積

容積率

建ぺい率 法定60%

法定200%

無窓階判定

m2 m2

1/30 判　定床面積

①

① - ①／５

W

1FL

設計GL

※大型の開口部　1/SS:2か所　OK

＜1/SS 2.683*3.35=8.98m2 OK

①

11.70*7.23 84.59

84.59

67.67

＞7.61% OK

＞6.09% OK

84.59 2.82

2か所

1
ADSS

1

中柱（可動）

シャッター部分詳細図 Ｓ：１／５

24.00

46
.9
8

24.00

46
.7
6

52
.8
2

21.11

20.99

図面名 1: 5 0 0

工事名 東御市防災倉庫新築工事

1: 5 0
1 : 5

求積図 建具表

800

1
,
8
1
0

1
7
5

6
0

43.5

3
9

1
1

1
7

1
1

3
9

86

1
1

1
7

1
1

6
0

86 2,683.52,683.5

11,700

7
,
2
3
0

5,453

3,
35
0 アルミパネル

取り外し中柱

ガイドレール

取り外し中柱

上げ落とし

中柱受け皿



K I B I TO 一級建築士  　第２ ９ ０４ ０ ８号　   鈴木　敏之

長野県東御市八重原３５３３－１１９５　T E L / F A X０２６８－６１－６７５１

キ ビ ト 建 築 設 計
一級建築士事務所　知事（上田） E第9 Ｚ １ ０ ２号

/ 0 8 / 2 0 2 6

D A T E

備　考

A - 1 0

▽　ブレース位置を示す

N o .縮尺

▽
▽

▽▽▽▽

▽
▽

±０

+20

+60

±０

+20

+60

+140 +140

+200

+140

+320
+200

★ 粉末消火器：10型（設置スタンド共）

★

S S S S

1 1

1

A D

450型浸透桝

450型浸透桝

胴
縁
芯

１階平面図 S:1/100

水
勾
配

　
1
.
0
％

水
勾

配
　

1 .
0
％

胴
縁

芯

胴縁芯

図面名

工事名 東御市防災倉庫新築工事

1: 1 0 0平面図

S:1/5コンクリート押え断面詳細図床

2,880 2,880 2,880 2,880

5,760 5,760

90

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

90

6

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

90

90

5
0
0
8
0
0

8
0
0

8
0
0

11,520

11,700

7
,
2
3
0

3
0

7
,
2
0
0

3
0

凡　例 1
0

コンクリートカッター目地 6×10

コンクリートカッター目地6×10

φ75VU

φ75VU

コンクリートカッター目地6×10



K I B I TO 一級建築士  　第２ ９ ０４ ０ ８号　   鈴木　敏之

長野県東御市八重原３５３３－１１９５　T E L / F A X０２６８－６１－６７５１

キ ビ ト 建 築 設 計
一級建築士事務所　知事（上田） E第9 Ｚ １ ０ ２号

N o .

/ 0 8 / 2 0 2 6

D A T E

縮尺

1 . 0

1 . 2 5

備　考

1 . 2 5

1 . 0

A - 1 1

道
路

境
界
線

道
路

中
心

線

対
面

道
路

境
界

線

対
面

道
路

境
界

線

道
路

中
心

線

道
路

境
界
線

隣
地

境
界

線

市道祢津３３７号線

市道祢津３３７号線

+450+450+450

厚0.5 カラー鋼板幕板

軽量スチールシャッター　塗装品

アルミドア　シルバー色

塩ビ製軒樋W150

コンクリート打放し

厚0.5 カラー折板屋根

厚0.35 カラー角波鋼板(750型)

スチール柱焼付塗装品

塩ビ製竪樋　φ75VU

受電用アングル材L50*50*4 L=1,200　SOP塗

材質仕様：厚3アルミ複合板UVカットラミネートフィルム張館名サイン（シャッター上部）

東御市B&G防災倉庫 ビス、接着剤併用固定400*400*t3＊10文字

ビス、接着剤併用固定

市支給サイン　300*400*t3.0 アクリル製　１枚、　120*120*t8.0 アクリル製　１枚

+200 +320

設計GL±０

東側立面図 西側立面図

設計GL±０

S:1/100 S:1/100

南側立面図 S:1/100

設計GL±０

凡　　例

記　号 仕　上　げ

Ａ

Ｂ

Ｃ

D

記　号 仕　上　げ

E

F

G

H

記　号 仕　上　げ

I

J

L

K

-1,230

+1,115 +1,085 +1,050

図面名

工事名 東御市防災倉庫新築工事

1: 1 0 0立面図

9,800

4,600

2,300 2,300

800 4,600

2,3002,300

800

840840

11,520

7,200 3,900

310

7,2003,900

310

D

F

I

B

C

I

B

C

L

L

J

E

D

A

K

E

D

G

H

G

H



K I B I TO 一級建築士  　第２ ９ ０４ ０ ８号　   鈴木　敏之

長野県東御市八重原３５３３－１１９５　T E L / F A X０２６８－６１－６７５１

キ ビ ト 建 築 設 計
一級建築士事務所　知事（上田） E第9 Ｚ １ ０ ２号

N o .

/ 0 8 / 2 0 2 6

D A T E

縮尺備　考

A - 1 2

+60
+140

最高高さ 軒高

+20 水勾配　1.0％

平均地盤面高さ

設計GL±０

B-B’断面図 S:1/100

設計GL±０

A-A'断面図 S:1/100

設計GL+114

図面名

工事名 東御市防災倉庫新築工事

1: 1 0 0断面図

8,100800

2
0

840 310

4
0
0

200 2,880 2,880 2,880

11,520

2,880 200

4
0
0

4
,
2
8
6

4
,
3
7
2

受電用アングル材　L50*50*3 L=1200 SOP塗



K I B I TO 一級建築士  　第２ ９ ０４ ０ ８号　   鈴木　敏之

長野県東御市八重原３５３３－１１９５　T E L / F A X０２６８－６１－６７５１

キ ビ ト 建 築 設 計
一級建築士事務所　知事（上田） E第9 Ｚ １ ０ ２号

N o .

/ 0 8 / 2 0 2 6

D A T E

縮尺備　考

A - 1 3

①

平均地盤面

合　計計　算部　位

周　長

面　積

①

②

③

④

a+b+c+d+e

①+②+③+④

(0.2+0.32)*2.0*0.5 0.520

上　筋

下　筋

STP

b × D

FG1 FG2

腹　筋

幅止め

符　号

基礎梁断面表

符　号

スラブ断面表

FS1

厚

150

主　筋

FG2

配力筋2-D13
ベース主筋D10@250

F　1

FS1
FS1

ベース主筋D10@250

F　1

FS1

FG1

220×900

2-D13

2-D13

4-D10

D10 @250

D10 @1000

3-D16

3-D16

D10 @200

2-D10

D10 @1000

300×550

ダブルD13@200 ダブルD13@200

配力筋

配力筋2-D13

厚50捨てコンクリート

厚50捨てコンクリート

③ ④②

b d ea c

37.86 m

7.23*0.2*0.5

9.70*0.2

7.23*0.32*0.5

0.723

1.940

1.157

4.34

4.34 / 37.86 = 0.114 ∴平均地盤面＝設計GL+114

F
G
1
/
F
1

FS1

F
G
1
/
F
1

FG2/F1

FS1

FG1/F1

平均地盤算定図

設計GL±０

　Ｓ:1／300

　
Ｓ

:
1
／
5
0

S:1/20

構造図 　Ｓ:1／20Ｓ:1／200

設計GL±０

配筋図

※設計基準強度　Fc＝２４

※地耐力長期３０ｋN／ｍ２：砂質土（一部粘土）

基礎伏図 S:1/200

図面名

工事名 東御市防災倉庫新築工事

地盤算定図

1: 2 0
1 : 5 0

1 : 3 0 0
1 : 2 0 0

2
0
0

450

300

1
5
0

1
0

5
0

3
5
0

2
0

20 150

4
0
0

220 20

5
0
0

5
0

10 220 20

1
5
0

1
5
0

450

2,000

11,700

3
2
0

9,700

7,23011,700 7,230

7
,
2
0
0

11,520

1
0
0

270

1
0
0

550

1
5
0

550

厚100砕石敷き(RC40)

厚100砕石敷き(RC40)

厚150砕石敷き(RC40)



K I B I TO 一級建築士  　第２ ９ ０４ ０ ８号　   鈴木　敏之

長野県東御市八重原３５３３－１１９５　T E L / F A X０２６８－６１－６７５１

キ ビ ト 建 築 設 計
一級建築士事務所　知事（上田） E第9 Ｚ １ ０ ２号

N o .

/ 0 8 / 2 0 2 6

D A T E

縮尺備　考

A - 1 4

電

隣地境界線（任意）

隣
地
境
界
線
（
任
意
）

コンテナ

ビニルハウス

道路中心線

市道祢津３３７号線

道路境界線

隣
地
境
界
線

★

KBM-120(設計GL±0)

申請建物

既存地盤面

凡例

造成・舗装後地盤面

46.98

24
.0
0

46.76

+40

+280

+165

+300

+330

+580

+585

+590

+930

+965

+995 +1,370

+1,330

+1,300

+1,690

+1,630 +1,700

+1,690

+1,670 +2,020

+1,840

+1,620

±0

+380

+380

24
.0
0

+30

-745

-880

-960

-2,225

-1,900

-1,575

-1,350

+380

+380

-2,355 -2,175 -2,000 -1,905 -1,880 -1,880 -1,820 -1,300 -900 -900
-900

-150

-310

-720

-675

-1,285

-85 +155 +280 +275 +435

+200 +200 +200

+355+150

+200

-705

-330 -310 -450 -350-355

-630 -580 -510 -505

-655 -620 -580 -555

+50

-30

+93

+21

-51

-120

-120 -120 -120 -120

-180

-180

-180 -180 -180

-240

-240 -240 -240 -240

+50

-30

図面名

工事名 東御市防災倉庫新築工事

外構造成図

12,500

1 : 2 0 0

7
,
2
3
0

11,520

7
,
2
0
0

KBM：（鋲頭）±０



K I B I TO 一級建築士  　第２ ９ ０４ ０ ８号　   鈴木　敏之

長野県東御市八重原３５３３－１１９５　T E L / F A X０２６８－６１－６７５１

キ ビ ト 建 築 設 計
一級建築士事務所　知事（上田） E第9 Ｚ １ ０ ２号

N o .

/ 0 8 / 2 0 2 6

D A T E

縮尺備　考

A - 1 5

電

隣地境界線（任意）

隣
地
境
界
線
（
任
意
）

コンテナ

ビニルハウス

道路中心線

市道祢津３３７号線

道路境界線

★
隣
地
境
界
線

申請建物

KBM-120(設計GL±0)

凡例

造成・舗装後地盤面

アスファルト舗装

法面整地

水
勾

配
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水
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配
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.
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路肩／平部整地
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図面名

工事名 東御市防災倉庫新築工事

外構図
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KBM：（鋲頭）±０

既存石垣



K I B I TO 一級建築士  　第２ ９ ０４ ０ ８号　   鈴木　敏之

長野県東御市八重原３５３３－１１９５　T E L / F A X０２６８－６１－６７５１

キ ビ ト 建 築 設 計
一級建築士事務所　知事（上田） E第9 Ｚ １ ０ ２号

N o .

/ 0 8 / 2 0 2 6

D A T E

縮尺備　考

A - 1 6

設計GL±０

設計GL+200
下層路盤：再生砕石(RC-40)

上層路盤：粒度調整砕石(M-25)

図面名

工事名 東御市防災倉庫新築工事

舗装 A S:1/20

プライムコート(PK-3)

表　　層：再生密粒度アスコン

450型　雨水浸透桝

外構詳細図
1: 1 0

1 : 2 0

S:1/10
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路肩1000mm以上

単粒砕石（４号）

450型宅内桝

450型宅内桝

500角亜鉛めっきグレーチング(T2)

500角亜鉛めっきグレーチング(T2)



特 記 仕 様２

（１） 項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

（２） 特記事項は、○印の付いたものを適用する。

機材等

項目 特記事項

ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等なものとする。

機材の品質・性能証明

１

２

工 事 仕 様Ⅱ

共 通 仕 様１

（１） 図面及び特記仕様書に記載されてない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準

特記仕様は別紙「特記仕様書（共通事項）」によるほか次の各項目による。

仕様書（電気設備工事編）（令和７年度版）」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準

仕様書（電気設備工事編）（令和７年度版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）

建築物解体工事共通仕様書（令和４年版）・同解説

Ａ種接地

Ｂ種接地

Ｃ種接地

・

・

・

銅板１．５ｔ×９００×９００ 補助接地棒（連結式１４φ×１、５００）

銅板１．５ｔ×６００×６００ 補助接地棒（連結式１０φ×１、５００）

リード端子付 堀削埋戻中心深さ１．５ｍ 埋設標（黄銅製又はステンレス製）

リード端子付 堀削埋戻中心深さ ２ｍ 埋設標（黄銅製又はステンレス製）

リード端子付 堀削埋戻中心深さ ２ｍ 埋設標（黄銅製又はステンレス製）

Ｄ種接地 接地棒（１４φ×１、５００） リード端子付 打ち込み式
埋設標（黄銅製又はステンレス製）

・

３ 接地極 撤去

下表による。ただし、これによりがたい場合は監督員との協議による。

・

・

材料・機材名

・

・

材料・機材名

あと施工アンカー

防火区画等の

貫 通 処 理

（２）上記以外の機器類は建築工事改修仕様書６章による。

（引抜き試験を ・ 実施する ・ 実施しない ）

貫通個所の両面から写真撮影し、工事写真として提出する。

電線等が、防火区画又は防火上主要な間仕切りを貫通する場合の施工状況について、

（１）重要機器類は公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）８章の２節８．２．４及び１０節による。

電線・ケーブル （１）ＥＭ－ＥＥＦ は紫外線による劣化を抑止する性能を持たせ、「タイシカ゛イセン ＥＭ－ＥＥＦ」と

表記されたものを使用する。

呼び線 長さ１ｍ以上の入線しない電線管には、１．２ｍｍ以上のビニル被覆鉄線を挿入する。

埋め戻し土

・屋 外 ・屋 内（ ）

金属製電線管の塗装 下記の露出配管は塗装を行う。

予備配管 埋込分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の場合は（２５）を１本

５個以上の場合は（２５）を２本、天井まで立上げる。

（２）ＥＭ－ＵＴＰ は ＪＩＳ Ｘ ５１５０「構内情報配線システム」に準じ、絶縁材料及びシースに

ＪＩＳ規格によるＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの。

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

・屋 外 ・屋 内（ 渡り廊下 機械室 ）

・Ｂ種［根切り土の中の良質土：機器による締固め］

・Ｃ種［他現場の建設発生土の中の良質土：機器による締固め］

・Ａ種［山砂の類：水締め、機器による締固め］

・Ｄ種［再生コンクリート砂：水締め、機器による締固め］

プルボックス （１） 露出するプルボックスの本体及びふたの仕上げは、メラミン焼付塗装とする。

（２） 露出するプルボックスのふたの止めねじは化粧ビスとする。

フラッシュプレート 図面に特記あるもの及び特殊なものを除き ・金属製 ・樹脂製

プレートの用途表示 プルボックス、ジョイントボックス及び機器を実装しないプレートには、用途を明示

した略標をつける。

ケーブル埋設票

建設発生土の処理 ・場外搬出処理 ・構内の指定場所に敷き均し

・鉄製 ・コンクリート製（１） 地中線路には、ケーブル埋設票をもうける。

（２） 低圧地中配線にあっても地中線埋設標識シートを敷設する。

（３） 配管埋設幅が７５０㎜を超える場合は、地中線埋設標識シートは２条以上敷設する。

配線器具 タンブラスイッチは連用形とする。

壁付けコンセント（２Ｐ１５Ａ）は原則として連用形とする。ただし、２口の場合は複式を・

使用して良い。また（２Ｐ１５Ａ）以外はすべてキャップ付とする。

２１

２２

２３

２４

２５

２６

照度測定

機器への接続 本工事の動力制御盤より別途電動機等への配線の接続は本工事とする。２７

２８ ・ 測定場所： ・ 倉庫全般

・管の下部は５０㎜以上砂を敷きならし、管の上部１００㎜以上砂を用いて締め固める

盤類 （１） 分電盤等の図面ホルダーに、単線結線図・絶縁抵抗測定表・接地抵抗測定表を

（２） 端子盤には、線番表・結線表を備え付ける。

収納する。
２９

用 途： ・ 一般照明

・ 学校施設における室内照度測定（測定教室： 個所、 測定黒板面： 個所）
※教室の照度は、１教室当たり机上面９か所、黒板垂直面９か所で測定する

すべて請負者の負担とする。

発生材の処理 （１）引渡しを要するもの
（２）引渡しを要するもの以外

監督員事務所

実施工程表及び

使用材料発注先調書 使用材料名、製造業者名、発注先等を記載した調書を作成し提出する。

・無 ・有 （ ）
・構外搬出し、関係法令により適切に処理をする。

・設けない ・設ける（規模： ）

工事用仮設物

構内に作ることが ・できる ・できない

（１）実施工程表、総合施工計画書は、工事着手に先立ち㏿やかに提出する。

（２）工種別の施工計画書は、当該工事に先立ち㏿やかに提出し、品質計画に係る部分は施工計画書

監督職員の承諾を受けること。

・備品（ ）

電気保安技術者

３施工条件明示項目

４

５

６

７

８

９

・公共建築工事積算基準の解説（設備工事編）の「執務並行改修」

工事現場の電気工作物（電路、自動扉、自動シャッター、電動機等も含む）の保安業務

を行うものとする。

（３）特別管理産業廃棄物
（４）再利用又は再資源化を図るもの
・無 ・有（・廃蛍光管 ・コンクリート・木材・アスファルト・金属くず・ダンボール類 ）

・無 ・有（ＰＣＢ使用機器：関連法令により適切に処理し建物管理者に引き渡す。）

要する費用は請負者の負担とする。
本工事に必要な工事用電力、水等の費用及び官公署その他の関係機関への諸手続等に工事用電力・水・その他１０

１） 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。
２） 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。
３） 安定的な供給が可能であること。

下表に示す材料・機材等（○印のもの）の製造者等は次の１）から６）のすべての事項を満たす

を示す書面を提出し監督員の承諾を受ける。

ものとし、この証明となる資料または外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたこと

４） 法冷等が定める場合は、その許可・認可・認定または免許を取得していること。
５） 製造または施工の実績があり、その信頼性があること。
６） 販売、保守等の営業体制が整えられていること。

（社）公共建築協会による「建築材料・機材等品質性能評価事業」における評価対象となる電気設備機材

その他、監督員の指示によるもの・

・

・

建 物 名 称

（○印のついたものを適用する。）

建物別及び屋外

３

項 目

工 事 種 目

工 事 種 目

２

１

Ι 工 事 概 要

工 事 場 所

建 物 概 要

構 造 階 数 延 面 積 （㎡） 備 考
別表第一の区分
消防法施行令

倉 庫

長野県東御市鞍掛１２２０番地

鉄骨造防災車両置き場（車庫）

・

・・

・・

銅板１．５ｔ×９００×９００ 補助接地棒（連結式１４φ×１、５００）

標準仕様書及び別表による。

再使用機器 取外し再使用機器は、原則として清掃及び絶縁抵抗測定を行った後取り付ける。

工事の着手に先立ち、撮影計画の作成を行い、監督職員へ提出すること。

しゅん工時提出物

ただし、絶縁劣化等で使用に耐えない場合は、監督職員に報告する。

工事写真１１

１２

１３

カラーサ－ビス版で、Ａ４版の工事アルバムに工程順に査閲名を記入し提出する。

・

電灯幹線設備 引込支持点～電灯盤

（２） 機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

執務並行改修工事３０ 執務並行改修の場合は、施工業者が執務者に配慮等しながら施工をおこなう事を

受電設備改修の停電作業時には下記の機器仮設配線、仮設発電機を見込む

前提として工事をおこなう。

・冷蔵庫等の機器

・事務機器

・防災、防犯機器

停電作業仮設配線３１

提出物３２ 提出書類は、建築工事に準ずる

その他３３ 下記項目は監督員と協議の上決定する。

・引込柱・積算電力量計の位置について

・電力会社契約容量確認

その他提出物は建築工事と同様とする。
５ 提 出 書 類

地上１階

電灯コンセント設備 電灯盤～各回路

照明器具

コンセント

・

・

・

・樹脂製 ・鋼製（塗装）

４５０× ４５０× ６８０Ｄ ※植栽帯等車両の通行の恐れがない場所、

・配管貫通部は、原則として根巻きコンクリート（Ｆ＝１８Ｎ／ｍｍ以上）とし、差し筋Ｄ１０タテヨコ＠２００で補強する。

・

・

・

ハンドホール

ハンドホール

ハンドホール

Ｎｏ．－

Ｎｏ．－

Ｎｏ．－

蓋 ＷＰＭ－６０Ａ （Ｅマーク入） （アルミ梯子付）

蓋 ＷＰＭ－６０Ａ （Ｅマーク入） （既製足場付）

蓋 ＷＰＭ－６０Ａ （Ｅマーク入） （既製足場付）
６００× ６００× ６８０Ｄ

９００× ９００×１、１００Ｄ 底部 ＧＬ－１、２６０以上

９００× ９００× ９００Ｄ 底部 ＧＬ－１、０６０以上

Ｎｏ．－
ハンドホール・ 蓋 ＷＰＭ－４５Ｂ （Ｅマーク入） 収容ケーブルが少ない場所に限る

・

・

・ ハンドホール

・ ハンドホール

ハンドホール

Ｎｏ．－

Ｎｏ．－

Ｎｏ．－

蓋 ＷＰＭ－６０Ａ （Ｅマーク入） （アルミ梯子付）

蓋 ＷＰＭ－６０Ａ （Ｅマーク入） （アルミ梯子付）

蓋 ＷＰＭ－６０Ａ （Ｅマーク入） （アルミ梯子付）

１、０００×１、０００×１、４００Ｄ 底部 ＧＬ－１、６００以上

１、０００×１、０００×１、１００Ｄ 底部 ＧＬ－１、３００以上

１、０００×１、０００× ９００Ｄ 底部 ＧＬ－１、０６０以上

・

・

ハンドホール

ハンドホール
Ｎｏ．－

Ｎｏ．－ 蓋 ＷＰＭ－６０Ａ （Ｅマーク入） （アルミ梯子付）

蓋 ＷＰＭ－６０Ａ （Ｅマーク入） （アルミ梯子付）

１、５００×１、５００×１、５００Ｄ 底部 ＧＬ－１、７４０以上

１、２００×１、２００×１、５００Ｄ 底部 ＧＬ－１、７００以上

４ ハンドホール

下表による。（梯子は各ハンドホールに設置する。蓋取外し用ジャッキを１組納入する。）
ブロックハンドホール （寸法は内法を示す。底部とはハンドホール内側底部をいう。）
・コンクリート相互間などは、エポキシ系樹脂接着剤により接着する。
・ブロックの仕様は国土交通省仕様に準ずるものとする。

・補強方法については、あらかじめ監督員にハント゛ホール製作図を提出して承諾を受けて施工する。

・ハンドホールにノックアウト部分を設けてはならない。

・・・

ＫＩＢＩＴＯ 一級建築士 第２９０４０８号 鈴木 敏之
長野県東御市八重原３５３３－１１９５ ＴＥＬ／ＦＡＸ０２６８－６１－６７５１

キビト建築設計
一級建築士事務所 知事（上田）Ｅ第９Ｚ１０２号

Ｎｏ．

図面名 ／０８／２０２６

ＤＡＴＥ

縮尺備 考
工事名 東御市防災倉庫新築工事

Ｅ－０１－－電気特記仕様書

８４．５９

・ＳＵＳ製 ＷＰ

・露出配管、照明器具取付方法、接地工事（施工計画書提出）

・軒下照明の人感センサー点滅は入れっぱなしで良いか。



引込予定柱
５３サ６３２

積算電力量計
電力会社取付

Ｌ－１

電灯線架空引込

ＥＤ（ＥＬＣＢ）ＥＤ（筐体）

ＩＥ２．０×２（ＶＥ１６）

第１支持点（建築工事）
電力会社

Ｗ
ｈ

ＫＩＢＩＴＯ 一級建築士 第２９０４０８号 鈴木 敏之
長野県東御市八重原３５３３－１１９５ ＴＥＬ／ＦＡＸ０２６８－６１－６７５１

キビト建築設計
一級建築士事務所 知事（上田）Ｅ第９Ｚ１０２号

Ｎｏ．

図面名 ／０８／２０２６

ＤＡＴＥ

縮尺備 考
工事名 東御市防災倉庫新築工事

Ｅ－０２１：２００配置図



盤 名 称
盤 形 状

幹線サイズ
容量 （ＶＡ）

幹 線 番 号
結 線 図 回 路

番 号
回 路
記 号

分 岐
負荷容量

（ＶＡ）

負 荷 名 称

電灯盤結線図

／１００Ｖ
１φ３Ｗ２００Ｖ

３０／ ３０ＡＴ
ＥＬＣＢ ３Ｐ

３０／２０
ＭＣＣＢ２Ｐ 照明

保護等級：ＩＰ－２× 塗装：メーカー標準 材質：樹脂製

１００Ｖ

１００Ｖ
５４

（０．５３ｋＶＡ）

Ｅ２．０ｘ２

１

２

電灯盤

１００Ｖ

１００Ｖ コンセント３００１

２

（筐体、ＥＬＢ用）

Ｌ－１ 取付形式：壁掛形 接地端子：ＥＤ（幹線配管）、ＥＤ（ＥＬＢ負荷）

ＳＢ

電力会社契約用
ブレーカー

５．５ｓｑ－３Ｃ
ＥＭ－ＣＥ

ＫＩＢＩＴＯ 一級建築士 第２９０４０８号 鈴木 敏之
長野県東御市八重原３５３３－１１９５ ＴＥＬ／ＦＡＸ０２６８－６１－６７５１

キビト建築設計
一級建築士事務所 知事（上田）Ｅ第９Ｚ１０２号

Ｎｏ．

図面名 ／０８／２０２６

ＤＡＴＥ

縮尺備 考
工事名 東御市防災倉庫新築工事

Ｅ－０３－－盤結線図

積算電力量計
（電力会社工事）

３０／２０

３０／２０

３０／－
－

１７２ 照明

２７．０×４台 １４．９×１台

参考品番：河村電器産業株式会社 ＺＳＧ３Ｐ３０ＴＬ－３０

４３．１×１４台

１００Ｖ
３０／－

－ 予備スペース３

ＭＣＣＢ２Ｐ

ＭＣＣＢ２Ｐ

ＭＣＣＢ２Ｐ

ＭＣＣＢ２Ｐ

１００Ｖ
３０／－

－ＭＣＣＢ２Ｐ３



Ａ ＬＥＤ 直付型４０形 Ｂ ＬＥＤ ウォールライト ４０形 ＷＰ Ｃ ＬＥＤウォールライト ２０形 ＷＰ

パナソニック 直付ＸＦＸ４６０ＮＥＮＬＥ９ 相当品 パナソニック ＮＮＦＳ４１８１０ＣＬＥ９ 相当品 パナソニック ＮＮＦＳ２１８１２ＣＬＥ９ 相当品

照明器具参考姿図

Ｈｆ１６形×１灯器具相当

ＫＩＢＩＴＯ 一級建築士 第２９０４０８号 鈴木 敏之
長野県東御市八重原３５３３－１１９５ ＴＥＬ／ＦＡＸ０２６８－６１－６７５１

キビト建築設計
一級建築士事務所 知事（上田）Ｅ第９Ｚ１０２号

Ｎｏ．

図面名 ／０８／２０２６

ＤＡＴＥ

縮尺備 考
工事名 東御市防災倉庫新築工事

Ｅ－０４ＮＯ．ＳＣＡＬＥ照明器具参考姿図



ＫＩＢＩＴＯ 一級建築士 第２９０４０８号 鈴木 敏之
長野県東御市八重原３５３３－１１９５ ＴＥＬ／ＦＡＸ０２６８－６１－６７５１

キビト建築設計
一級建築士事務所 知事（上田）Ｅ第９Ｚ１０２号

Ｎｏ．

図面名 ／０８／２０２６

ＤＡＴＥ

縮尺備 考
工事名 東御市防災倉庫新築工事

Ｅ－０５１：１００電灯コンセント設備図

丸型 露出ホ゛ックス

埋込スイッチ １Ｐ１５Ａ×４

照明器具

〃 直付け ４０形

（Ｐ共．露出ホ゛ックス取付）露出配管、塗装

凡例：図中のシンボル、記号は下記を示す

電線、ケーブル ＥＭ－ＩＥ１．６×２Ｅ１．６（Ｅ１９）

ＥＭ－ＩＥ１．６×３Ｅ１．６（Ｅ１９）〃

（Ｅ１９）

（Ｅ１９）

露出配管電線、ケーブル ＥＭ－ＩＥ１．６×２Ｅ１．６（Ｇ１６）
（Ｇ１６）

〃

ブラケット

プルボックス

Ｌボー

Ｐ．ＢＯＸ １５０×１５０×１００ ＳＵＳ ＷＰ

Ｐ．ＢＯＸ ２００×２００×１００ 塗装

露出配管、塗装

＜Ａ＞×４

＜Ｂ＞×２

＜Ｃ＞×１

Ｌ－１

積算電力量計
電力会社取付

引込金具（建築工事）
エントラスキャッフ゜

×２

（イ） （イ） （ロ） （ロ）

（ハ）

（二）

ＥＭ－ＩＥ２．０×４Ｅ２．０（Ｅ２５）

ＥＭ－ＩＥ２．０×６（Ｅ２５）

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ（Ｇ２２）

×１

Ｗ
ｈ

（Ｅ１９） （Ｅ１９）

（Ｇ１６）

（Ｇ１６）

（Ｅ１９） （Ｅ１９）

２
１

Ｌ－１

ＷＰ

Ｗ
ｈ

（Ｅ１９）

（Ｅ１９）（Ｅ１９）

１
（Ｅ１９）

凡例：図中のシンボル、記号は下記を示す

コンクリート埋設電線、ケーブル ＥＭ－ＩＥ２．０×２Ｅ２．０（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＩＥ２．０×２Ｅ２．０（Ｅ１９）〃 露出配管、塗装

埋込コンセント ２Ｐ１５Ａ×２Ｅ ＥＴ （Ｐ共．露出ホ゛ックス取付）

埋込コンセント ２Ｐ１５Ａ×２Ｅ ＥＴ ＷＰ （裏に露出ホ゛ックス取付）ＷＰ

（ＰＦ１６）

（Ｅ１９）

（ＰＦ１６）

（Ｇ１６）

（Ｇ１６）

（Ｅ１９）

（Ｅ１９）（Ｅ１９）（Ｅ１９）
（Ｅ１９）


